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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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　①　入力端子の印加波形 
　入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。 

　CMOSデバイスの入力がノイズなどに起因して，VIL（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域にとど

まるような場合は，誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定な場合はもちろん，VIL

（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズ等が入らないよ

うご使用ください。 

 

　②　未使用入力の処理 
　CMOSデバイスの未使用端子の入力レベルは固定してください。 

　未使用端子入力については，CMOSデバイスの入力に何も接続しない状態で動作させるのではな

く，プルアップかプルダウンによって入力レベルを固定してください。また，未使用の入出力端子

が出力となる可能性（タイミングは規定しません）を考慮すると，個別に抵抗を介してVDDまたは

GNDに接続することが有効です。 

　資料中に「未使用端子の処理」について記載のある製品については，その内容を守ってください。 

 

　③　静電気対策 
　MOSデバイス取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。 

　MOSデバイスは強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の際に

は，当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジン・ケース，または導電性の緩衝材，

金属ケースなどを利用し，組み立て工程にはアースを施してください。プラスチック板上に放置し

たり，端子を触ったりしないでください。  

　また，MOSデバイスを実装したボードについても同様の扱いをしてください。  

 

　④　初期化以前の状態 
　電源投入時，MOSデバイスの初期状態は不定です。 

　電源投入時の端子の出力状態や入出力設定，レジスタ内容などは保証しておりません。ただし，

リセット動作やモード設定で定義している項目については，これらの動作ののちに保証の対象とな

ります。 

　リセット機能を持つデバイスの電源投入後は，まずリセット動作を実行してください。 

 

　⑤　電源投入切断順序  
　内部動作および外部インタフェースで異なる電源を使用するデバイスの場合，原則として内部電

源を投入した後に外部電源を投入してください。切断の際には，原則として外部電源を切断した後

に内部電源を切断してください。逆の電源投入切断順により，内部素子に過電圧が印加され，誤動

作を引き起こしたり，異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。 

　資料中に「電源投入切断シーケンス」についての記載のある製品については，その内容を守って

ください。 

 

　⑥　電源OFF時における入力信号 
　当該デバイスの電源がOFF状態の時に，入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。

入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入により，誤動作を引き起こしたり，異常電流が流

れ内部素子を劣化させたりする場合があります。 

　資料中に「電源OFF時における入力信号」についての記載のある製品については，その内容を守

ってください。 

CMOSデバイスの一般的注意事項 
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本製品が外国為替及び外国貿易法の規定により規制貨物等（または役務）に該当するか否かは，ユーザ 

（仕様を決定した者）が判定してください。該当する場合，日本国外に輸出する際には日本国政府の輸 

出許可が必要です。 

  

　本資料に記載されている内容は2006年5月現在のもので，今後，予告なく変更することがあります。量
産設計の際には最新の個別データ・シート等をご参照ください。

　文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。当社は，本資料の誤りに関し，一切
その責を負いません。

　当社は，本資料に記載された当社製品の使用に関連し発生した第三者の特許権，著作権その他の知的財
産権の侵害等に関し，一切その責を負いません。当社は，本資料に基づき当社または第三者の特許権，
著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。

　本資料に記載された回路，ソフトウエアおよびこれらに関する情報は，半導体製品の動作例，応用例を
説明するものです。お客様の機器の設計において，回路，ソフトウエアおよびこれらに関する情報を使
用する場合には，お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に
生じた損害に関し，当社は，一切その責を負いません。

　当社は，当社製品の品質，信頼性の向上に努めておりますが，当社製品の不具合が完全に発生しないこ
とを保証するものではありません。当社製品の不具合により生じた生命，身体および財産に対する損害
の危険を最小限度にするために，冗長設計，延焼対策設計，誤動作防止設計等安全設計を行ってください。
　当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定
していただく「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は，以下に示す用途に製品が使われ
ることを意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認ください。

　　標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機�
器，産業用ロボット

　　特別水準：輸送機器（自動車，電車，船舶等），交通用信号機器，防災・防犯装置，各種安全装置，
生命維持を目的として設計されていない医療機器

　　特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機�
器，生命維持のための装置またはシステム等

　当社製品のデータ・シート，データ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は，標準水準製
品であることを表します。意図されていない用途で当社製品の使用をお客様が希望する場合には，事前
に当社販売窓口までお問い合わせください。

（注）
（１）本事項において使用されている「当社」とは，NECエレクトロニクス株式会社およびNECエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいう。
（２）本事項において使用されている「当社製品」とは，（１）において定義された当社の開発，製造

製品をいう。

M8E　02.11

•

•

•

•

•

•
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本版で改訂された主な箇所 
箇  所 内  容 

p.17 表1－2 メガマクロ・テストのために必要な端子数 修正 

p.64 3. 4（3）そのほかのタイミング 修正 

旧版p.71 3. 5（9）全入力端子（テスト入力を除く）とメイン・クロック 削除 

p.94 5. 4（3）その他のタイミング 

CP0ロウ遅延時間（対DAKB↑）のMIN値を追加 

p.98 5. 5（6）モード2 修正 

pp.106, 114 関連資料が入手できない場合の説明を追加 

pp.123～125 7. 2 NA16550Aの初期化およびパターン作成時の注意 構成を変更 

p.123 図7－1 初期化パターン 注を追加 

p.125 7. 2. 3 パターン作成時の注意 追加 

p.137 7. 5（15）送信READY 16450モード（DMAモード = 0）時のタイミング 修正 

7. 5（16）送信READY FIFOモード（DMAモード = 0）時のタイミング 追加 

7. 5（17）送信READY FIFOモード（DMAモード = 1）時のタイミング 修正 

本文欄外の★印は，本版で改訂された主な箇所を示しています。 

この"★"を PDF上でコピーして「検索する文字列」に指定することによって，改版箇所を容易に検索できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計する際は，最新の資料を弊社販売担当または販売特約店にご確認ください。 
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は じ め に 
 

 このマニュアルは，弊社ゲートアレイ CMOS-N5シリーズのメガマクロ（大型ファンクション・ブロック）を使

用してゲートアレイを設計するために必要な内容について説明しています。 

 LSIを滞りなく設計していただくために，このマニュアルを熟読してください。 

 また，マニュアルに記載された事項（一般事項，注意事項，制限事項）は必ずお守りください。お守りいただけ

ない場合，LSI製品の品質や性能の低下，および動作の異常が生じることがあります。 

 

対象メガマクロのラインアップ 

メガマクロ名 機 能 機能相当汎用品 

NA37A プログラマブルDMAコントローラ μ PD71037注 

NA51A シリアル・コントロール・ユニット μ PD71051注 

NA54A プログラマブル・タイマ・カウンタ μ PD71054注 

NA55A パラレル・インタフェース・ユニット μ PD71055注 

NA59A インタラプト・コントロール・ユニット μ PD71059注 

NA16550A FIFO付きUART PC16550D 

注 保守品 

 

 各メガマクロはあらかじめゲート配置と配線が決まった構成のため，マクロ内部のタイミング・スペックは配置

配線前後で一定です。ただし，占有するセル領域の形状が固定のため，マクロを搭載する場合のマスタ選択はマク

ロのセル数だけでなく，マクロの形状とマスタの形状を考慮する必要があります。特にメガマクロを複数個搭載す

る場合や，ほかのハード・マクロ（メモリ・マクロなど）を搭載する場合には，マクロ間の形状の組み合わせが複

雑になり別途マクロの搭載検討が必要になりますので，これらの場合には弊社までご相談ください。 

 また，電源電圧3.0 V，3.3 Vの仕様においては，上記すべてのマクロが使用できませんのでご注意ください。 

 

★ 

★ 
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関連資料 

関連資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。あらかじめ，ご了承く

ださい。関連資料が入手できない場合は，弊社までお問い合わせください。 

 

●CMOS-N5シリーズ 設計マニュアル （A13826J） 

●CMOS-N5 Series Block Library （A13872J） 

●CMOS-N5 Series Memory Block Library （A14683J） 

●CMOS-N5シリーズ 設計マニュアル メガマクロ編 （このマニュアル） 

●テスト容易化設計 ユーザーズ・マニュアル （A14357J） 

●μ PD71059 ユーザーズ・マニュアル （U13042J） 

●μ PD71059 データ・シート （U11932J） 
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第1章 共 通 編 

第1章では，メガマクロを使用してゲートアレイを設計するために必要な共通した内容について説明します。なお，

各シリーズの関連資料もあわせてお読みください。 

 

1. 1 開発フロー 
 

ゲートアレイにメガマクロを搭載する場合の開発フローを図1－1 メガマクロ搭載時のゲートアレイ開発フロ

ーに示します。次に，開発フローにおいて，メガマクロを搭載するときに考慮が必要な内容について説明します。 
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図1－1 メガマクロ搭載時のゲートアレイ開発フロー 
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1. 2 システム設計 
 

メガマクロを搭載するゲートアレイの仕様を検討する際に考慮すべき内容について，次に示します。 

 
1. 2. 1 マスタ選択 
メガマクロはあらかじめ形状が決まっているため，マスタやマクロのセル数と形状によって搭載できない場

合があります。表1－1に各メガマクロを1つ搭載する場合に選択できるマスタの一覧を示します。 

なお，メガマクロやメモリ・マクロを複数個搭載する場合，別途搭載検討が必要となりますので，弊社まで

必ずお問い合わせください。 

 

表1－1 メガマクロ搭載可能マスタ一覧 

品名 NA37A NA51A NA54A NA55A NA59A NA16550A 

μ PD65880 × × × √ × × 

μ PD65881 × √ × √ √ × 

μ PD65882 √ √ √ √ √ √ 

μ PD65883 √ √ √ √ √ √ 

μ PD65884 √ √ √ √ √ √ 

μ PD65885 √ √ √ √ √ √ 

μ PD65887 √ √ √ √ √ √ 

μ PD65889 √ √ √ √ √ √ 

μ PD65890 √ √ √ √ √ √ 

μ PD65893 √ √ √ √ √ √ 

備考 √ ：対応 

   × ：対応せず 
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1. 2. 2 端 子 数 
メガマクロは，マクロの動作を弊社で確認するために，お客様にテスト回路を作成していただくことになっ

ています。テスト回路は，マクロが単体で動作できるように，マクロのいくつかの端子について論理を反転す

ることなく，また順序回路を介することなくゲートアレイ外部から観測できるように端子を接続していただく

ものです。 

このため，ゲートアレイにテスト用の端子を割り当てていただくことになりますが，それぞれのメガマクロ

をテストするために必要な端子数について表1－2に示しますので，端子検討の際にはこれらの値を考慮してく

ださい。 

 

表1－2 メガマクロ・テストのために必要な端子数 

メガマクロ名 NA37A NA51A NA54A NA55A NA59A NA16550A

専用端子
注1 1 1 1 1 1 1 入力 

兼用可
注2, 4 27 23 22 41 38 32 

必要テスト 

端子数 

出力 兼用可
注3, 4 28 15 11 32 29 20 

注1. テスト・モード切り替え用の信号は，必ず準備してください。 

 2. CSE, CSD, TTHRをクランプする場合は，端子数を削減することができます。 

 3. お客様が使用しない端子がある場合にも，必ず出力してください。 

 4. 1つのマクロのテスト端子は，端子間で共用しないでください。 

 

★ 
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1. 2. 3 テスト・パターン数 
テスト回路によってメガマクロ単体のテストを行いますが，それぞれのマクロのテストに必要なパターン数

が表1－3に示すように決まっています。 

ゲートアレイではシリーズによって最大テスト・パターン数が制限されていますが，メガマクロのテスト・

パターン数もテスト・パターン数に含まれますので，次に示す条件を満たすようにテスト・パターンを作成し

てください。なお，メガマクロ単体のテスト・パターンは弊社が準備しLSIの出荷時のみ使用するものでお客様

には提出致しませんので，あらかじめご了承ください。 

 

「シリーズごとに制限されている最大テスト・パターン数」 

≧Σ「メガマクロ・テスト・パターン数」注1＋Σ「ユーザ・テスト・パターン数」注2 

 

注1.  同一のメガマクロを複数搭載する場合も含みます。 

2. メガマクロのイニシャライズ・パターンも含みます。 

 

表1－3 メガマクロ単体テスト・パターン数（1つ当たり） 

メガマクロ名 テスト・パターン数 

NA37A 7009 

NA51A 12874 

NA54A 3479 

NA55A 3643 

NA59A 7334 

NA16550A 14889 
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1. 2. 4 遅延時間 
遅延時間を概略で見積もる場合には，次の方法を使用してください。なお，詳細についてはシミュレータや

遅延解析ツールで検討してください。 

 

（1）入力タイミング 

各メガマクロの入力端子のファンイン，AC特性，ブロック名を用いて検討してください。 

 

（2）出力タイミング 

各メガマクロの出力端子のファンアウト，AC特性，ブロック名を用いて検討してください。 

次に参考として遅延時間の予想式を示します。 

 

① 入力バッファと内部ファンクション・ブロックの遅延時間 

tPD = tLD0＋（ΣF/O＋l）×t1（ns） 

 

② 内部バスの遅延時間 

tPD = tLD0＋（ΣF/O＋l＋（N－1）×0.96）×t1（ns） 

 

tPD ：伝搬遅延時間（ns） 

tLD0 ：無負荷時の基本遅延時間（ns） 

F/O ：ファンアウト値 

l ：該当出力端子に接続される配線容量 

（CMOS-N5シリーズ 設計マニュアル（A13826J）を参照してください。） 

t1 ：ブロック出力端子における遅延係数 

N ：バスに接続される3ステート・バッファの数 
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1. 2. 5 消費電力 
それぞれのメガマクロの消費電力は，動作周波数またはリード／ライト・アクセスの周期を用いて計算しま

す。次に消費電力計算式を示します。なお，この計算式はVDD = 5 V，TA = 85 ℃における値です。 

 

（1）NA37Aマクロの消費電力（P37） 

シリーズ 計算式 

CMOS-N5 P37 = 7.1×f（mW） 

f：クロック周波数（入力端子CLK，単位MHz） 

 

（2）NA51Aマクロの消費電力（P51） 

シリーズ 計算式 

CMOS-N5 P51 = 3.5×f（mW） 

f：クロック周波数（入力端子CLK，単位MHz） 

 

（3）NA54Aマクロの消費電力（P54） 

シリーズ 計算式 

CMOS-N5 P54 = 2.0×（f0＋f1＋f2）（mW） 

f0：カウンタ0クロック周波数（入力端子CLK0，単位MHz） 

f1：カウンタ1クロック周波数（入力端子CLK1，単位MHz） 

f2：カウンタ2クロック周波数（入力端子CLK2，単位MHz） 

 

（4）NA55Aマクロの消費電力（P55） 

シリーズ 計算式 

CMOS-N5 P55 = 2.3×1/T（mW） 

T：リード／ライト・アクセス周期（μ s） 

 

（5）NA59Aマクロの消費電力（P59） 

シリーズ 計算式 

CMOS-N5 P59 = 3.1×1/T（mW） 

T：リード／ライト・アクセス周期（μ s） 

 

（6）NA16550Aマクロの消費電力（P16550） 

シリーズ 計算式 

CMOS-N5 P16550 = 11.3×f（mW） 

f：クロック周波数（入力端子XIN，単位MHz） 
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1. 3 回路設計 
 

メガマクロを回路に組み込む場合，特に次の2つの点について注意してください。なお，回路設計の詳細な内容

については，1. 3. 1より順番に説明します。 

 

（1）メガマクロの出力端子の処理 

メガマクロはバス構成が出来るように，3ステート出力の制御信号が付加されています。このため，ASIC

内部でセルの入力信号がフローティングする可能性がありますので，3ステート出力を行う場合にはフロー

ティング防止用の回路を付加してください。 

 

（2）メガマクロの単体テスト用回路 

メガマクロ単体の動作テストは弊社のテスト・パターンを用いて行うため，マクロ単体で動作確認でき

るように，マクロのテスト端子の論理を反転することなく，また，順序回路を介することなくゲートアレ

イ外部端子から観測できるようにテスト回路を必ず設計してください。なお，スルー・パス・テストはお

客様の用途に応じて使用してください。 

 
1. 3. 1 メガマクロの内部構成 
メガマクロの内部構成を図1－2に示します。メガマクロは，メガマクロの機能実現部分に出力制御回路とテ

スト回路が付加されています。 

 

図1－2 メガマクロ内部回路構成 
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1. 3. 2 モ ー ド 
メガマクロは，お客様の用途やテスト回路作成の容易化のため，いくつかのモードが準備されています。 

これらのモードをコントロールするため，次の端子が追加されています。 

 

・TESTB ：メガマクロ単体テスト・モードを切り替えます。 

・TTHR ：スルー・パス・テスト・モードを切り替えます。 

・CSE ：メガマクロの3ステート出力端子の強制イネーブルを行います。この端子は，F091を使用してど

ちらかのレベルに固定して使用してください。 

・CSD ：メガマクロの3ステート・コントロール端子を制御します。 

 

（1）メガマクロの動作モード 

メガマクロはTESTB, TTHRの組み合わせで動作モードを選択します。真理値表を表1－4に示します。な

お，3ステート出力端子の制御は別途行ってください。 

 

表1－4 メガマクロの動作モード 

TTHR TESTB 通常入力端子 テスト入力端子 モード 

0 0 無効 有効 メガマクロ単体テスト・モード 

0 1 有効 無効 通常動作 

1 0 無効 有効 メガマクロ後段テスト・モード 

（スルー・パス・テスト） 

1 1 有効 無効 メガマクロ前段テスト・モード 

（スルー・パス・テスト） 

 

・メガマクロ単体テスト・モード 

メガマクロのテスト入力端子が有効になり通常動作します。出力端子にはメガマクロの機能部分から，

通常動作した結果が出力されます。 

 

・通常動作 

メガマクロの通常入力端子が有効になり通常動作します。出力端子にはメガマクロの機能部分から，

通常動作した結果が出力されます。 

 

・メガマクロ後段テスト・モード（スルー・パス・テスト） 

メガマクロのテスト入力端子が有効になります。出力端子には対応するテスト入力端子の信号がその

まま出力されます。 

 

・メガマクロ前段テスト・モード（スルー・パス・テスト） 

メガマクロの通常端子が有効になります。出力端子には対応する通常入力端子の信号がそのまま出力

されます。 
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（2）メガマクロの出力制御モード 

 

表1－5 メガマクロの出力制御真理値表 

TTHR CSE CSD 3ステート 

出力端子
注1 

3ステート・ 

コントロール端子

そのほかの 

出力端子 

スルー・パス専用 

出力端子
注2 

0 0 0 Hi-Z 0 通常動作 0 

0 0 1 通常動作 通常動作   

0 1 0 0   

0 1 1 

Hi-Z出力されない

通常動作   

1 0 0 Hi-Z スルー・パス スルー・パス スルー・パス 

1 0 1 スルー・パス    

1 1 ×     

注1. スルー・パス・テスト時にCSE = 0とした場合，CSDで出力バッファのコントロールをしてください。 

 2. マクロの種類によって，スルー・パス専用出力端子がないものもあります。 

 

メガマクロの3ステート出力端子のコントロールは，メガマクロ後段の回路にHi-Zが入力されないよう十

分注意して制御してください。また，スルー・パス・テストの際，CSEを“L”固定で使用するときには，

バスがフローティングやファイティングしないように制御信号をコントロールしてください。 
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1. 3. 3 メガマクロとユーザ回路の接続 
 

（1）基本ルール 

 

① メガマクロ単体テストのための接続 

 メガマクロのテスト入力端子と3ステート・コントロール端子を除く出力端子は，基本的にすべてゲ

ートアレイの端子として外部接続してください。 

 

② ファンアウト調整 

 メガマクロの入力端子や出力端子をユーザ回路と接続する際には，ファンアウト制限を越えないよ

うにしてください。メガマクロのファンインとファンアウト数については，それぞれのマクロの説明

を参照してください。 

 

③ 未使用端子の処理 

 メガマクロで使用しない入力端子は，F091を使用して“H”または“L”に固定してください。メガ

マクロで使用しない出力端子は，メガマクロの単体テストに使用しますので，3ステート・コントロー

ルを除く端子はすべてテスト用として接続してください。 
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（2）メガマクロとインタフェース・ブロックの接続 

メガマクロの端子をインタフェース・ブロックを介してゲートアレイの端子として接続する場合につい

て説明します。 

 

① 入力端子 

入力端子は，入力バッファを介して通常端子とテスト端子に接続してください（この端子は通常動

作とマクロ単体テスト時に共用します）。 

 

図1－3 入力端子との接続 
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入力バッファ 

ゲートアレイ 
内部 

ゲートアレイ 
外部 

 



第1章 共 通 編 

 26 設計マニュアル  A14759JJ4V0DM 

② 出力端子 

マクロの非3ステート出力端子はそのまま出力バッファを介して出力端子に接続します。マクロの3

ステート出力端子は，3ステート・バッファの信号入力に接続し，3ステート・コントロール端子を3

ステート・バッファのコントロール信号入力に接続します。このときマクロのCSEとCSDをコントロ

ールし，3ステート・バッファの信号入力をフローティングさせないようにしてください。 

 

図1－4 出力端子との接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 双方向端子 

メガマクロの入力端子あるいは出力端子を，双方向バッファを介してゲートアレイの端子として接

続することは可能ですが，次の点にご注意ください。 

 

・入力端子を双方向端子に接続する場合 

必ず単体テスト時に入力モードとなるように設定してください。 

・出力端子を双方向端子に接続する場合 

必ず単体テスト時に出力モードとなるように設定してください。 

 

 

ゲートアレイ 
外部 

ゲートアレイ 
内部 

H

CSD

CSE

メガマクロ 

非3ステート出力

3ステート出力
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（3）メガマクロとファンクション・セルとの接続 

 

① 3ステート端子を除く出力端子と入力端子 

ファンアウト制限を満たすように，ファンクション・セルと接続してください。なお，テスト入力

端子はすべてと，出力端子は3ステート・コントロール信号以外のすべてをゲートアレイ外部から観測

できるように接続してください。 

 

② 3ステート出力端子 

マクロの出力端子にハイ・インピーダンスが出力されることがありますので，次に示す3つの方法の

いずれかを用いてハイ・インピーダンス対策を行ってください。 

 

・次段のAND, NAND, OR, NORゲートで対策を行う 

3入力以下のAND, NAND, OR, NORゲートのいずれかを接続し，コントロール信号も含めて入力

してください。この接続を行う場合，コントロール信号がインアクティブのときにマクロの3ステ

ート出力にかかわらず，AND, NAND, OR, NORゲートの出力値が確定するように論理を決定して

ください。なお，上記以外のゲートは使用しないでください。 

 

図1－5 AND, ORゲートを使用した例 
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・F091を使用してバス構成する 

図1－6に示すようにF091と3ステート・バッファを使用し，マクロの3ステート出力がインアクテ

ィブ（ハイ・インピーダンス）のときにF091の値を出力するように，F091を接続した3ステート・

ブロックのコントロール信号をアクティブにします。 

 

図1－6 F091を使用してバス接続した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・CSE = “H”に固定する 

CSEを“H”に固定するとマクロの出力端子にはハイ・インピーダンスは出力されませんので，特

にハイ・インピーダンス対策の必要はありません。 
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1. 3. 4 テスト信号の割り当て 
メガマクロの単体テスト用にテスト端子を割り当てますが，ほとんどの場合テスト信号と通常信号を共用し

ます。通常信号とテスト信号を共用する場合，次の3点について注意してください。 

 

・通常モードとテスト・モードで端子を共用した場合，テスト・モード時に確実にテスト出力またはテスト

入力できるように，インタフェース・ブロックのコントロール端子を制御してください。 

・メガマクロのクロック信号は，通常入力，テスト入力を問わず，ほかの出力信号と共用せずに入力専用端

子から供給してください。 

・GTLインタフェース・バッファ，N-chオープン・ドレーン・バッファ，CMOS用5 V耐圧出力バッファを使

用している通常端子は，テスト端子との共用はできませんので注意してください。 

 

図1－7 メガマクロのテスト入力端子と通常出力端子を共用した例 
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1. 3. 5 スルー・パス・テスト 
スルー・パス・テストは，メガマクロに接続されるユーザ回路のテストを行うために使用するもので，通常

端子またはテスト端子に入力された信号を，マクロ機能実現部分をバイパスさせて，マクロの出力端子に出力

します。 

通常端子とテスト端子をTESTBによって切り替えることにより，前段回路テストと後段回路テストを行うこ

とができます。前段回路テストはメガマクロの入力端子に接続されているユーザ回路の出力をそのままマクロ

の出力端子に出力します。後段回路テストはメガマクロのテスト端子から入力した信号をそのままマクロの出

力端子を通して端子に接続されているユーザ回路に供給しテストをします。 

 

図1－8 通常動作イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1－9 メガマクロ単体テスト・イメージ 
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図1－10 メガマクロ前段回路テスト・イメージ（スルー・パス・テスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1－11 メガマクロ後段回路テスト・イメージ（スルー・パス・テスト） 
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1. 3. 6 回 路 例 
メガマクロを複数搭載した場合の回路例を次に示します。 

 

図1－12 メガマクロを複数搭載した場合の回路例 
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表1－6 テスト・デコーダ真理値表 

入力 出力 

TESTB SEL1 SEL0 TESTBA TESTBB TESTBC 

1 X X 1 1 1 

0 0 0 0 1 1 

0 0 1 1 0 1 

0 1 0 1 1 0 

X：“0”または“1” 

 

表1－7 テスト出力セレクタ真理値表 

入力 出力 

TESTB SEL1 SEL0 TOAx TOBx TOCx TOx 

1 X X X X X X 

0 0 0 TOAx X X TOAx 

0 0 1 X TOBx X TOBx 

0 1 0 X X TOCx TOCx 

X：“0”または“1” 

 

メガマクロの単体テスト時は，対象となるメガマクロのTESTBのみ“0”となるようにし，他のメガマク

ロのTESTBは“1”となるような回路と初期化パターンを作成してください。 

また，メガマクロ出力には3ステート出力が含まれますので，フローティングには十分注意してください。 
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1. 4 テスト・パターン作成時の注意 
 

ここでは，テスト・パターンを作成する際の注意事項について説明します。 

 
1. 4. 1 メガマクロ初期化パターン作成時の注意 
メガマクロは，初期化パターンを使用しなければ内部回路が初期化されませんので，必ずテスト・パターン

の最初にはメガマクロの初期化パターンを付加してください。また，初期化パターンはメガマクロによって異

なりますので，それぞれのマクロの該当欄を参照してマクロごとに初期化を行ってください。 

なお，回路構成上メガマクロとそのほかのユーザ回路との間でループ回路がある場合には初期化がうまくで

きないことがありますので，初期化中にはループ回路を構成する順序回路もあわせて初期化してください。 

また，テスト・パターンを分割した場合には，分割したテスト・パターンそれぞれについて初期化パターン

を付加してください。 

 
1. 4. 2 メガマクロ単体テスト設定パターン作成上の注意 
メガマクロ単体テスト・パターンを正常に動作させるためのパターンです。 

次の6項目に注意して作成してください。 

 

（1）タイミング指定禁止 

RZ指定およびNRZのモジュレーション指定はしないでください。 

 

（2）メガマクロ以外のユーザ・ロジックの初期化 

ユーザ・ロジックからのメガマクロ通常端子へ確定値が入力されるように初期化してください。 

 

（3）ゲートアレイ入力端子への不定値（X），Hi-Z入力の禁止 

ゲートアレイの入力端子には確定値を入力してください。 

 

（4）メガマクロ・テスト出力端子以外の期待値 

メガマクロ・テスト出力端子以外の期待値はDon’t careとしてください。 

ただし，発振ブロックの出力には期待値を入力してください。 

 

（5）入出力バッファの入力モード確定 

メガマクロ・テスト端子の出力状態にかかわらず入出力の方向を確定させてください。 

 

（6）メガマクロに直接アクセスできない場合の処置 

TESTB端子が外部から直接アクセスできない場合，またはデコーダ構成になっていない場合は，メガマ

クロがゲートアレイ外部から直接見えるようにするための設定もメガマクロ単体テスト設定パターンとし

て盛り込んでください。 
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図1－13 メガマクロ単体テスト設定パターン作成 
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1. 4. 3 最大テスト・パターン数の制限 
テスト・パターンは図1－14に示すような構成になりますが，これらのパターンの総数がそれぞれのシリーズ

で決められている最大テスト・パターン数を越えないようにしてください。 

 

図1－14 テスト・パターンの内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 メガマクロ（A）-（Z）はメガマクロ複数使用時の構成を示したものです。 

 

（1）メガマクロ初期化パターン 

搭載しているメガマクロそれぞれについて，パターンを作成してください。 

 

（2）ユーザ・パターン 

お客様の作成した回路のテスト・パターンです。なお，メガマクロの使用する機能に関係する入出力端

子は，すべて“0”→“1”，“1”→“0”に変化させてください。 

 

（3）メガマクロ単体テスト設定パターン 

搭載しているメガマクロそれぞれについて，パターンを作成してください。 

 

（4）メガマクロ単体テスト・パターン 

このパターンは弊社が出荷試験に使用するパターンで，お客様は作成する必要がありません。なお，テ

スト・パターン長は基本的に使用するメガマクロの種類と総数によって決まりますので，詳しくは表1－3 

メガマクロ単体テスト・パターン数（1つ当たり）を参照してください。 

メガマクロ初期化パターン 

メガマクロ（A）の 
初期化パターン 

メガマクロ（A）のメガマクロ単体テスト 
設定パターン 

メガマクロ（A）のメガマクロ単体テスト・パターン 

‥
‥
 

‥
‥
 

メガマクロ（Z）の 
初期化パターン 

ユーザ・パターン 

（a）メガマクロ初期化パターンとユーザ・パターン　　　 

（b）メガマクロ単体テスト設定パターンとメガマクロ単体テスト・パターン　　　 

メガマクロ（Z）のメガマクロ単体テスト 
設定パターン 

メガマクロ（Z）のメガマクロ単体テスト・パターン 
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1. 4. 4 クロック入力についての注意 
通常端子，テスト端子を問わず，クロック信号注は双方向端子を使用せずに入力端子から供給してください。 

 

注 クロック信号とは，各マクロの端子説明の機能欄において“クロック”と明記されている信号を示し

ます。 

 

1. 5 そのほかの注意点 
 

（1）メガマクロと相当する汎用品では一部機能が異なることがありますので，それぞれのメガマクロの説明を

参照してください。 

（2）スルー・パス・モードでは，シミュレーション時に意図しないタイミング・エラーがメガマクロ内部で発

生することがありますのでご注意ください。 

（3）インタフェースの際には，A. 1 メガマクロ単体テスト仕様書を参照し，メガマクロ単体テスト仕様書を作

成して弊社までご提出ください。 
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第2章 NA37Aマクロ 

第2章では，NA37Aの機能について説明します。 
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Block Type Function 

NA37A Programmable DMA Controller 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 先頭に“TBI”がついている入力信号はテスト端子です。 

使用セル数（構成） 5460（140×39） 

メガマクロ・テスト・パターン長 7009 

・μPD71037と機能コンパチブル
・最高動作周波数　20 MHz

特　徴

注1.　DO7-DO0の出力制御信号
　2.　AO3-AO0, AO7-AO4の出力制御信号
　3.　TCBの出力制御信号 
　4.　RDOB, WROB, MRDB, MWRBの出力制御信号
　5.　スルー・パス／通常モード切り替え端子 
　6.　スルー・パス専用入力端子 

・RDIB, WRIB, ENDB, CLK, RESETには
　スパイクが入力されないようにしてく
　ださい。

注意事項

NA37A

DI0
TBI0

DI1
TBI1

DI2
TBI2

DI3
TBI3

DI4
TBI4

DI5
TBI5

DI6
TBI6

DI7
TBI7

AI0
TBI8

AI1
TBI9

AI2
TBI10

AI3
TBI11
RDIB

TBI12
WRIB
TBI13
ENDB
TBI14

READY
TBI15

HLDAK
TBI16

CSB
TBI17

CLK
TBI18

RESET
TBI19

DMARQ0
TBI20

DMARQ1
TBI21

DMARQ2
TBI22

DMARQ3
TBI23
TEST
CSD
CSE

注5　TTHR
TTD0
TTD1
TTD2
TTD3
TTD4
TTD5
TTD6
TTD7

DO0
DO1
DO2
DO3
DO4
DO5
DO6
DO7
AO0
AO1
AO2
AO3
RDOB
WROB
TCB
MRDB
MWRB
ADSB
AEN
HLDRQ
DMAAK0
DMAAK1
DMAAK2
DMAAK3
AO4
AO5
AO6
AO7
CDB　注1
CAB　注2
CEP　注3
CRW　注4

注6
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2. 1 NA37A端子説明 
 

端子名 I/O 機  能 テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

DI0 I データ・バス入力信号（LSB） TBI0 1.5 L424 

DI1 I データ・バス入力信号 TBI1 2.1 L424 

DI2 I データ・バス入力信号 TBI2 2.2 L424 

DI3 I データ・バス入力信号 TBI3 2.9 L424 

DI4 I データ・バス入力信号 TBI4 2.1 L424 

DI5 I データ・バス入力信号 TBI5 1.0 L424 

DI6 I データ・バス入力信号 TBI6 1.6 L424 

DI7 I データ・バス入力信号（MSB） TBI7 2.9 L424 

AI0 I 内部レジスタ・アドレス信号（LSB） TBI8 1.4 L424 

AI1 I 内部レジスタ・アドレス信号 TBI9 1.7 L424 

AI2 I 内部レジスタ・アドレス信号 TBI10 1.4 L424 

AI3 I 内部レジスタ・アドレス信号（MSB） TBI11 1.2 L424 

RDIB I 内部レジスタ・リード信号 TBI12 1.5 L424 

WRIB I 内部レジスタ・ライト信号 TBI13 1.2 L424 

ENDB I 外部End of Process信号 TBI14 1.3 L424 

READY I メモリ・リード／ライト拡張信号（WAITサイクル） TBI15 1.8 L424 

HLDAK I ホールド・アクノリッジ信号 from CPU TBI16 1.7 L424 

CSB I チップ・セレクト信号 TBI17 1.6 L424 

CLK I システム・クロック信号 TBI18 1.3 L424 

RESET I システム・リセット信号 TBI19 2.7 L424 

DMARQ0 I DMAリクエスト0チャネル信号 from 周辺回路 TBI20 2.6 L424 

DMARQ1 I DMAリクエスト1チャネル信号 from 周辺回路 TBI21 2.2 L424 

DMARQ2 I DMAリクエスト2チャネル信号 from 周辺回路 TBI22 1.0 L424 

DMARQ3 I DMAリクエスト3チャネル信号 from 周辺回路 TBI23 2.3 L424 

TEST I テスト／通常モード切り替え 

“H”：通常モード 

“L”：テスト・モード 

－ 2.4 L101 

CSD I 3ステート出力コントロール 

“H”：Hi-Z出力なし 

“L”：Hi-Z出力 

－ 1.3 F112 

CSE I 3ステート出力コントロール 

“H”：Hi-Z出力なし 

“L”：Hi-Z出力 

－ 2.0 Ｌ111 

TTHR I スルー・パス／通常モード切り替え信号 

“H”：スルー・パス・モード 

“L”：通常モード 

－ 4.3 F111 
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端子名 I/O 機  能 テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

TTD0 I スルー・パス専用入力信号 － 1.8 L101 

TTD1 I スルー・パス専用入力信号 － 2.3 L101 

TTD2 I スルー・パス専用入力信号 － 2.7 L101 

TTD3 I スルー・パス専用入力信号 － 1.4 L101 

TTD4 I スルー・パス専用入力信号 － 4.2 L424 

TTD5 I スルー・パス専用入力信号 － 1.9 L424 

TTD6 I スルー・パス専用入力信号 － 1.8 L424 

TTD7 I スルー・パス専用入力信号 － 1.3 L424 

DO0 O データ・バス出力信号（LSB） － 31.0 F531 

DO1 O データ・バス出力信号 － 30.0 F531 

DO2 O データ・バス出力信号 － 31.0 F531 

DO3 O データ・バス出力信号 － 29.0 F531 

DO4 O データ・バス出力信号 － 30.0 F531 

DO5 O データ・バス出力信号 － 31.0 F531 

DO6 O データ・バス出力信号 － 30.0 F531 

DO7 O データ・バス出力信号（MSB） － 31.0 F531 

AO0 O アドレス出力信号（LSB） － 27.0 F531 

AO1 O アドレス出力信号 － 27.0 F531 

AO2 O アドレス出力信号 － 26.0 F531 

AO3 O アドレス出力信号 － 27.0 F531 

RDOB O 周辺回路リード信号 － 28.0 F531 

WROB O 周辺回路ライト信号 － 26.0 F531 

TCB O 内部End of Process信号 － 26.0 F531 

MRDB O メモリ・リード信号 － 27.0 F531 

MWRB O メモリ・ライト信号 － 28.0 F531 

ADSB O 上位アドレス・ストローブ信号 － 30.0 L111 

AEN O アドレス・イネーブル信号 － 34.0 L101 

HLDRQ O ホールド・リクエスト信号 － 30.0 L111 

DMAAK0 O DMAアクノリッジ0チャネル to 周辺回路 － 30.0 F111 

DMAAK1 O DMAアクノリッジ1チャネル to 周辺回路 － 31.0 F111 

DMAAK2 O DMAアクノリッジ2チャネル to 周辺回路 － 30.0 F111 

DMAAK3 O DMAアクノリッジ3チャネル to 周辺回路 － 30.0 F111 

AO4 O アドレス出力信号 － 26.0 F531 

AO5 O アドレス出力信号 － 27.0 F531 

AO6 O アドレス出力信号 － 27.0 F531 

AO7 O アドレス出力信号（MSB） － 26.0 F531 

CDB O データ・バス・コントロール出力信号 

“H”：Hi-Z出力なし 

“L”：Hi-Z出力 

－ 31.0 L101 

CAB O アドレス・バス・コントロール出力信号 

“H”：Hi-Z出力なし 

“L”：Hi-Z出力 

－ 30.0 L101 
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端子名 I/O 機  能 テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

CEP O EOPコントロール出力信号 

“H”：Hi-Z出力なし 

“L”：Hi-Z出力 

－ 26.0 L101 

CRW O リード／ライト・コントロール信号 

“H”：Hi-Z出力なし 

“L”：Hi-Z出力 

－ 29.0 L101 

TBI0 I テスト入力 － 1.3 L424 

TBI1 I テスト入力 － 2.1 L424 

TBI2 I テスト入力 － 2.3 L424 

TBI3 I テスト入力 － 3.0 L424 

TBI4 I テスト入力 － 2.3 L424 

TBI5 I テスト入力 － 1.1 L424 

TBI6 I テスト入力 － 1.7 L424 

TBI7 I テスト入力 － 2.9 L424 

TBI8 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI9 I テスト入力 － 1.9 L424 

TBI10 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI11 I テスト入力 － 1.3 L424 

TBI12 I テスト入力 － 1.6 L424 

TBI13 I テスト入力 － 1.3 L424 

TBI14 I テスト入力 － 1.3 L424 

TBI15 I テスト入力 － 1.9 L424 

TBI16 I テスト入力 － 1.8 L424 

TBI17 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI18 I テスト入力 － 1.3 L424 

TBI19 I テスト入力 － 1.8 L424 

TBI20 I テスト入力 － 2.6 L424 

TBI21 I テスト入力 － 2.3 L424 

TBI22 I テスト入力 － 1.1 L424 

TBI23 I テスト入力 － 2.4 L424 

備考 I ：入力端子 

   O ：出力端子 

 



第2章 NA37Aマクロ 

 43設計マニュアル  A14759JJ4V0DM 

備考1. T×××は，テスト用の入力端子です。TEST入力をロウ・レベルにすることにより，T×××より入力信号

を入れることができます。テスト・モード時に，ゲートアレイ外部より直接メガマクロに信号が入力でき

るように接続してください。ここでいう直接とは入力された信号が反転したり，間にフリップフロップの

ような順序回路が入らない回路構成を示します。 

 
TEST 入力端子 

1 I×××注 

0 T××× 

注 通常モード時，テスト用 

入力端子には，0か1の確 

定値を入力してください 

（0と1が混在していてもか 

まいません）。 

 

2. CSE入力，CSD入力の機能 

CSE入力：“1”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオン（ハイまたはロウ・レベル）にし

ます。 

CSD入力：CSE = “0”のとき，“0”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオフ（ハイ・イ

ンピーダンス；Hi-Z）にします。 

また，“1”を入力することにより，メガマクロ内部の制御信号で3ステートの出力をオン，オ

フにします（通常動作）。 

CSE CSD 出力端子の状態 3ステート出力端子の状態 

0 0 通常動作 Hi-Z 

0 1 通常動作 通常動作 

1 － 通常動作 Hi-Zは出力されない 

 

3. CSE = “0”のとき，3ステート出力バッファのHi-Z状態は，対応する出力制御信号の出力値をモニタする

ことにより確認できます。 

 
“Hi-Z”になっている端子 対応する出力制御信号と出力 

DO7-DO0 CDB 0 

AO3-AO0, AO7-AO4 CAB 0 

TCB CEP 0 

RDOB 

WROB 

MRDB 

MWRB 

CRW 0 

 

CSE = “1”のときは，3ステート出力制御信号に左右されません（3ステート出力は，“Hi-Z”出力され

ません）。 

 

4. CSE, CSDはクランプにより固定できますが，CSDをクランプする場合，“1”固定としてください。 
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備考5. TTHR, CSE, CSDの組み合わせによる出力端子の動作状態 

 
TTHR端子 CSE端子 CSD端子 3ステート出力端子 3ステート制御端子 その他の端子 

0 0 0 Hi-Z 0 通常動作 

  1 通常動作 通常動作  

 1 0 Hi-Z出力されない 0  

  1  通常動作  

1 0 0 Hi-Z スルー・パス スルー・パス 

  1 スルー・パス   

 1 ×    

 

6. スルー・パス・テスト時の入出力端子対応表 

TTHR = “1”のとき，メガマクロ出力端子に対応する入力端子は下表のとおりです。 

 
出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 

 TEST = 1 TEST = 0  TEST = 1 TEST = 0  TEST = 1 TEST = 0

DO0 DI0 TBI0 AO3 AI3 TBI11 DMAAK2 DMARQ2 TBI22 

DO1 DI1 TBI1 RDOB RDIB TBI12 DMAAK3 DMARQ3 TBI23 

DO2 DI2 TBI2 WROB WRIB TBI13 AO4 TTD0  

DO3 DI3 TBI3 TCB ENDB TBI14 AO5 TTD1  

DO4 DI4 TBI4 MRDB READY TBI15 AO6 TTD2  

DO5 DI5 TBI5 WMRB HLDAK TBI16 AO7 TTD3  

DO6 DI6 TBI6 ADSB CSB TBI17 CDB TTD4  

DO7 DI7 TBI7 AEN CLK TBI18 CAB TTD5  

AO0 AI0 TBI8 HLDRQ RESET TBI19 CEP TTD6  

AO1 AI1 TBI9 DMAAK0 DMARQ0 TBI20 CRW TTD7  

AO2 AI2 TBI10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 DMAAK1 DMARQ1 TBI21 

 

 TTHR = “1”かつCSE = “0”のとき全3ステートの制御（スルー・パス／ハイ・インピーダンスの切り替え）

はCSDで行います。 
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2. 2 NA37A初期化パターン 
 

シミュレーション開始時には，メガマクロ内部の状態は不定です。したがって，シミュレーション時には最初

に次の初期化パターンを入力し，内部の状態を決定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他の入力ピン（通常入力，テスト入力）は，“0”または“1”を入力してください。 

 “X”が入力されないように注意してください。 

 

・初期化パターン後のメガマクロ出力端子の値 

出力端子 状 態 

DO7-DO0 Hi-Z 

AO3-AO0 Hi-Z 

RDOB Hi-Z 

WROB Hi-Z 

TCB Hi-Z 

MRDB Hi-Z 

MWRB Hi-Z 

ADSB 0 

AEN 0 

HLDRQ 0 

DMAAK3-DMAAK0 1 

AO7-AO4 Hi-Z 

CDB 0 

CAB 0 

CEP 0 

CRW 0 

 

5 10 15 20 25 30 35 40

WRIB

CSB

CLK

RESET

DMARQ0

DMARQ1

DMARQ2

DMARQ3

TEST

RDIB
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・初期化パターン後の内部レジスタの値 

レジスタ名称 レジスタ値 

ベース・アドレス・レジスタ 不 定 

ベース・ワード・カウント・レジスタ 不 定 

カレント・アドレス・レジスタ 不 定 

カレント・ワード・カウント・レジスタ 不 定 

テンポラリ・アドレス・レジスタ 不 定 

テンポラリ・ワード・カウント・レジスタ 不 定 

ステータス・レジスタ ALL 0 

コマンド・レジスタ ALL 0 

テンポラリ・レジスタ 不 定 

モード・レジスタ 不 定 

マスク・レジスタ 全チャネル・セット・マスク 

リクエスト・レジスタ 全チャネル・リセット・マスク 

ファースト／ラスト・フリップフロップ 0 

注意1. 初期化パターン後のベース／カレント・アドレス・レジスタ，ベース／カレ

ント・ワード・カウント・レジスタ，モード・レジスタが不定の状態では，

DMAは実行できません。それぞれのレジスタに有効な値を書き込んでから，

DMAを開始してください。 

2. 次の入力端子は，スパイクが入力されないような回路構成にしてください。 

RDIB, WRIB, ENDB, CLK, RESET 

 

2. 3 遅延時間 
 

1. 2. 4 遅延時間を参照してください。 
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2. 4 AC特性（TA = －40～＋85 °C, VDD = 5 V±10 ％） 
 

（1）DMAモード （1/2） 

項  目 略 号 MIN MAX 単位 

AEN↑遅延時間（対CLK↓（S1）） tDAEH  8 ns 

AEN↓遅延時間（対CLK↓（SI）） tDAEL  8 ns 

アドレス下位バイト・フロート遅延時間（対CLK↑） tFA  8 ns 

READ/ WRITEフロート時間（対CLK↑） tFC  8 ns 

アドレス上位バイト・フロート遅延時間（対CLK↑） tFD  15 ns 

アドレス下位バイト・ホールド時間（対READ↑） tHRA tCY－1  ns 

アドレス上位バイト・ホールド時間（対ADSB↓） tHSTA 5  ns 

アドレス下位バイト・ホールド時間（対WRITE↑） tHWA tCY－1  ns 

DACKバリッド遅延時間（対CLK↓） tDKLDA  10 ns 

TCB↑遅延時間（対CLK↑） tDTCH  3 ns 

TCB↓遅延時間（対CLK↑） tDTCL  8 ns 

アドレス下位バイト出力遅延時間（対CLK↑） tDA  15 ns 

アドレス上位バイト設定時間（対ADSTB↓） tSAT tCY－5  ns 

CLK↑時間 tKKH 12.5  ns 

CLK↓時間 tKKL 12.5  ns 

CLKサイクル時間 tCYK 30  ns 

READ/WRITE↓遅延時間（対CLK↑） tDCL  5 ns 

READ↑遅延時間（対CLK↑（S4）） tDKRH  5 ns 

WRITE↑遅延時間（対CLK↑（S4）） tDKWH  5 ns 

HRQバリッド遅延時間（対CLK↑） tDHQ  8 ns 

TCB↓設定時間（対CLK↓） tSED 10  ns 

TCBパルス幅 tEDEDL 10  ns 

アドレス下位バイト出力遅延時間（対CLK↑） tKFA  5 ns 

READ/WRITE出力遅延時間（対CLK↑） tKFC  5 ns 

アドレス上位バイト出力遅延時間（対CLK↑） tKFD  5 ns 

HLDAバリッド設定時間（対CLK↑） tSHA 0 0 ns 

入力データ・ホールド時間（対MRDB↑） tHMRID 0 0 ns 

入力データ設定時間（対MRDB↑） tSIDMR 15  ns 

出力データ・ホールド時間（対MWRB↑） tHMWOD 5  ns 

出力データ・バリッド設定時間（対MWRB↑） tSODMW tCY－1  ns 

DREQ設定時間（対CLK↓（SI, S1）） tSDQ 5  ns 

READYホールド時間（対CLK↓） tHRY 5  ns 

READY設定時間（対CLK↓） tSRY 10  ns 

ADSTB↑遅延時間（対CLK↑） tDSTH  5 ns 

ADSTB↓遅延時間（対CLK↑） tDSTL  5 ns 
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 （2/2） 

項  目 略 号 MIN MAX 単位 

CDB↑遅延時間（対CLK↑） tCDHD  15 ns 

CDB↓遅延時間（対CLK↑） tCDLD  3 ns 

CAB↑遅延時間（対CLK↑） tCAH  8 ns 

CAB↓遅延時間（対CLK↑） tCAL  8 ns 

CEP↑遅延時間（対CLK↑） tCEH  8 ns 

CEP↓遅延時間（対CLK↑） tCEL  8 ns 

CRW↑遅延時間（対CLK↑） tCRH  8 ns 

CRW↓遅延時間（対CLK↑） tCRL  8 ns 
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（2）インアクティブ・サイクル 

項  目 略 号 MIN MAX 単位 

アドレス上位バイト・バリッド／CS↓（対READ↓） tSAIR 0  ns 

アドレス上位バイト・バリッド設定時間（対WRITE↑） tSAIW 10  ns 

CS↓設定時間（対WRITE↑） tSCSIW 10  ns 

入力データ設定時間（対WRITE↑） tSIDIW 10  ns 

アドレス上位バイト／CSホールド時間（対READ↑） tHIRA 0  ns 

データ・アクセス時間（対READ↑） tDIROD  8 ns 

アドレス上位バイト・フロート遅延時間（対READ↑） tFIROD 0 8 ns 

VDD↑設定時間（対RESET↓） tSVDD 500  ns 

1st RDIB/WRIB（対RESET↓） tSYIWR 2tCY  ns 

RESETパルス幅 tRESET 50  ns 

READ幅 tIRIRL 30  ns 

アドレス下位バイト・ホールド時間（対WRITE↑） tHIWA 5  ns 

CS↑ホールド時間（対WRITE↑） tHIWCS 5  ns 

入力データ・ホールド時間（対WRITE↑） tHIWID 5  ns 

WRITE幅 tIWIWL 25  ns 

読み出し書き込み回復時間 tRVIWR 50  ns 

CDB↑遅延時間（対RDIB↓） tCDHR  7 ns 

CDB↓遅延時間（対RDIB↑） tCDLR  7 ns 

備考1. 伝達遅延時間の出力負荷条件は，ファンアウト1，配線長0 mmです。 

  2. 実際のWRIBまたはMWRBのパルス幅は，通常ライトに対して1tCYK（ns），拡張ライトに対して

2tCYK（ns）です。 

実際のRDIBまたはMRDBのパルス幅は，通常リードに対して2tCYK（ns），圧縮リードに対して1tCYK

（ns）となります。 

  3. DREQは，DACKが返ってくるまでアクティブに保ってください。 

  4. DREQと，DACK信号は，アクティブ・ハイまたはアクティブ・ロウのいずれにもなれます。タイ

ミング・チャートは，アクティブ・ハイを想定しています。 
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2. 5 タイミング・チャート 
 

（1）インアクティブ・サイクル・ライト・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSB

AI3-AI0

DI7-DI0

WRIB

tSCSIW

tIWIWL

tSAIW

tSIDIW

tHIWID

tHIWA

tHIWCS

INPUT VALID

INPUT VALID
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（2）インアクティブ・サイクル・リード・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 破線はハイ・インピーダンスを示します。 

 

（3）読み出し，書き込み回復時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSB

AI3-AI0

DO7-DO0

CDB

RDIB

ADDRESS MUST BE VALID

tSAIR tIRIRL tHIRA

tFIROD

tCDLR

tDIROD

tCDHR

DATA OUT VALID
Hi-Z

 

RDIB

WRIB

tRVIWR

tRVIWR

tRVIWR

tRVIWR
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（4）I/Oメモリ転送タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TI

CLK

DMAREQ

DO7-DO0

DMAAK

READ  
（RDOB, MRDB）

TCB

ENDB

WRITE  
（WROB, MWRB）

AO7-AO0

HLDRQ

HLDAK

AEN

ADSB

TI T0 T0 T1 T2 T3 T4 T2 T3 T4 TI TI TI

tSDQ tSDQ tCYK

tKKH

tKKL

tDHQtDHQ

tSHA

tDAEH tDAEL

tDSTL tSED

tDSTH

tKFD

tKFA

tDKLDA tHWA

tHRA

tDCL tDCL

tDKRHtDKRH
tKFC

tDCL

tDKWH

tDKWH

tDTCH

tDCL

tDTCL

tEDEDL

tFC

tHRA

tHWA

tFD

tDA tFA

Hi-Z

Hi-Z
ADDRESS VALID ADDRESS VALID

Hi-Z

Hi-Z Hi-Z

Hi-Z Hi-Z

Hi-Z

tHSTA

拡張書き込み

A8-
A15

tSTSTH

tSAT
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（5）メモリ・メモリ転送タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 破線はハイ・インピーダンスを示します。 

 

CLK

ADSB

AO7-AO0

CAB

DI7-DI0
DO7-DO0

CDB

MRDB

MWRB

CRW

TCB

CEP

ENDB

T0 T11 T12 T13 T14 T21 T22 T23 T24 TI

tDSTH tDSTHtDSTL

tHSTA

tKFA tDA

tDSTL

tHSTA

tFA

tCAL

tFD

tCAH

tKFD

tCDHD

tKFC

tKFC

tCRH
tCRL

tDTCH

tDTCL

tCEH

tEDEDL

tCEL

tDCL

tSIDMR tSODMW

tHMWOD

tFC

tFC

tDKWH

tDCL

tSED

tHMRID

tCDHD
tCDLD

tCDLD tCDHD tCDLD

tKFD
tFD

tDKRH

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

ADDRESS VALID ADDRESS VALID

A8-
A15 IN A8-

A15 OUT
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（6）レディ・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLK

READ  
（RDOB, MRDB）

WRITE  
（WROB, MWRB）

READY

拡張 
書き込み 

T2 T3 TW TW T4

tDCL

tDCL tDCL

tSRY tHRY tSRY

tHRY

tDKRH

tDKWH
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（7）圧縮転送タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8）リセット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLK

READ  
（RDOB, MRDB）

WRITE  
（WROB, MWRB）

READY

AO7-AO0

T2 T4 T2 T4

tDCL tDCL

tDA tDA

tDKRH

tDKWH

tHRY tHRY

tSRY tSRY

tDKWH

tDKRH

VALID VALID

 

VDD    

RESET

RDIB/WRIB

tSVDD

tRESET

tSYIWR
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第3章 NA51Aマクロ 

第3章では，NA51Aの機能について説明しています。 
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Block Type Function 

NA51A Serial Control Unit（Universal Synchronous/Asynchronous Receiver/Transmitter）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 先頭に“TBI”がついている入力信号はテスト端子です。 

使用セル数（構成） 2660（95×28） 

メガマクロ・テスト・パターン長 12874 

・μPD71051と機能コンパチブル
・最高動作周波数　33 MHz
・ボー・レートDC-660 Kbps

特　徴

注1.　DO7-DO0の出力制御信号
　2.　OSYNの出力制御信号
　3.　メガマクロ前後段試験時のCD, CSB, RST
　　　のスルー・パス出力信号
　4.　スルー・パス／通常モード切り替え端子

・CLK, RXC, TXC, WRB, RDB, RSTには
　スパイクが入力されないようにしてく
　ださい。

注意事項

NA51A

DI（7：0）
CLK

DSRB
CTSB

RXD
RXC
TXC
SYN
WRB
RDB

CD
CSB
RST

TBI（19：0）
TESTB

CSD
CSE

注４　TTHR

DO（7：0）
OSYN
TXD
TXRDY
TXEMP
RXRDY
DTRB
RTSB
CDB　注１
CSYN　注２
THRCD
THRCS　　注３
THRRST
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3. 1 NA51A端子説明 

 
端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

DI0 I データ・バス入力信号（LSB）  TBI0 1.8 L424 

DI1 I データ・バス入力信号  TBI1 1.6 L424 

DI2 I データ・バス入力信号  TBI2 1.2 L424 

DI3 I データ・バス入力信号  TBI3 1.0 L424 

DI4 I データ・バス入力信号  TBI4 1.0 L424 

DI5 I データ・バス入力信号  TBI5 1.5 L424 

DI6 I データ・バス入力信号  TBI6 1.4 L424 

DI7 I データ・バス入力信号（MSB）  TBI7 1.4 L424 

CLK I システム・クロック信号  TBI8 1.0 L424 

DSRB I 汎用入力端子 data set ready Low TBI9 1.4 L424 

CTSB I 送信制御用入力端子 clear to send Low TBI10 1.0 L424 

RXD I シリアル・データの受信端子  TBI11 1.0 L424 

RXC I 受信クロック信号  TBI12 1.0 L424 

TXC I 送信クロック信号  TBI13 1.0 L424 

SYN I 同期モードにおいて外部同期検出に使用  TBI14 1.0 L424 

WRB I ライト信号 Low TBI15 1.0 L424 

RDB I リード信号 Low TBI16 1.0 L424 

CD I “H”：コントロール・ワード 

“L”：キャラクタ・データ 

 TBI17 1.8 L424 

CSB I チップ・セレクト信号 Low TBI18 1.5 L424 

RST I システム・リセット信号 High TBI19 1.1 L424 

TESTB I テスト／通常モード切り替え 

“H”：通常モード 

“L”：テスト・モード 

 － 2.2 F112 

CSD I 3ステート出力コントロール  － 1.4 L111 

CSE I 3ステート出力コントロール  － 2.3 L111 

TTHR I スルー・パス／通常モード切り替え信号

“H”：スルー・パス・モード 

“L”：通常モード 

 － 2.4 L101 

DO0 O データ・バス出力信号（LSB）  － 34.0 F531 

DO1 O データ・バス出力信号  － 33.0 F531 

DO2 O データ・バス出力信号  － 34.0 F531 

DO3 O データ・バス出力信号  － 33.0 F531 

DO4 O データ・バス出力信号  － 33.0 F531 

DO5 O データ・バス出力信号  － 34.0 F531 

DO6 O データ・バス出力信号  － 33.0 F531 

DO7 O データ・バス出力信号（MSB）  － 34.0 F531 

OSYN O 同期モード時は内部同期検出信号 

調歩同期モード時はブレーク信号 

 － 30.0 F532 

TXD O シリアル・データの送信端子  － 31.0 F111 

TXRDY O 送信データの書き込み可能を示す信号  － 31.0 F111 
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端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

TXEMP O 2つの送信データ・バッファが空であるこ

とを示す信号 

 － 34.0 F111 

RXRDY O 受信データの読み出し可能を示す信号  － 30.0 F111 

DTRB O 汎用出力端子 data terminal ready  － 34.0 F111 

RTSB O 汎用出力端子 request to send  － 34.0 F111 

CDB O データ・バスのイネーブル信号  － 30.0 F111 

CSYN O OSYNのイネーブル信号  － 29.0 F111 

THRCD O スルー・パス出力端子  － 32.0 F312 

THRCS O スルー・パス出力端子  － 32.0 F312 

THRRST O スルー・パス出力端子  － 27.0 F312 

TBI0 I テスト入力  － 1.9 L424 

TBI1 I テスト入力  － 1.8 L424 

TBI2 I テスト入力  － 1.3 L424 

TBI3 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI4 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI5 I テスト入力  － 1.7 L424 

TBI6 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI7 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI8 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI9 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI10 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI11 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI12 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI13 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI14 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI15 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI16 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI17 I テスト入力  － 1.8 L424 

TBI18 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI19 I テスト入力  － 1.2 L424 

備考 I ：入力端子 

   O ：出力端子 
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備考1. TBIxは，テスト用の入力端子です。TESTB入力をロウ・レベルにすることにより，TBIxより入力信号を入

れることができます。テスト・モード時に，ゲートアレイ外部より直接メガマクロに信号が入力できるよう

に接続してください。ここでいう直接とは入力された信号が反転したり，間にフリップフロップのような順

序回路が入らない回路構成を指します。 

 
TESTB 入力端子 

1 通常端子
注 

0 TBIx 

注 通常モード時，テスト用入 

  力端子には，0か1の確定値 

  を入力してください（0と 

  1が混在していても構いま 

  せん）。 

 

2. CSE入力，CSD入力の機能 

CSE入力：“1”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオン（ハイまたはロウ・レベル）にし

ます。 

CSD入力：CSE =“0”のとき，“0”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオフ（ハイ・イ

ンピーダンス；Hi-Z）にします。 

また，“1”を入力することにより，メガマクロ内部の制御信号で3ステートの出力をオン，オ

フにします（通常動作）。 

CSE CSD 出力端子の状態 3ステート出力端子の状態注 

0 0 通常動作 Hi-Z 

0 1 通常動作 通常動作 

1 － 通常動作 Hi-Zは出力されない 

注 3ステート端子は，DO7-DO0, OSYNです。 

 

3. CSE =“0”のとき，3ステート出力バッファのHi-Z状態は，対応する出力制御信号の出力値をモニタする

ことにより確認できます。 

 
“Hi-Z”になっている端子 対応する出力制御信号と出力 

DO7-DO0 CDB 0 

OSYN CSYN 0 

 

CSE = “1”のときは，3ステート出力制御信号に左右されません（3ステート出力は，“Hi-Z”ではあり

ません）。 

 

4. CSE, CSDはクランプにより固定できますが，CSDをクランプする場合，“1”固定としてください。 
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備考5. TTHR, CSE, CSDの組み合わせによる出力端子の動作状態 

 
TTHR端子 CSE端子 CSD端子 3ステート出力端子

（DOx） 

3ステート制御端子

（CDB（SD）） 

そのほかの端子 スルー・パス専用端子

（出力THRxxx） 

0 Hi-Z 0 0 

1 通常動作 通常動作 

0 0 

0 

1 

1 

Hi-Z出力されない

通常動作 

通常動作 0 

0 Hi-Z 0 

1 

1 

1 × 

スルー・パス 

スルー・パス スルー・パス スルー・パス 

 

6. スルー・パス・テスト時の入出力端子対応表 

TTHR = “1”のとき，メガマクロ出力端子に対応する入力端子は，下表のとおりです。 

 
スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 

TESTB = 1 TESTB = 0  TESTB = 1 TESTB = 0 

DO0 DI0 TBI0 TXRDY CTSB TBI10 

DO1 DI1 TBI1 TXEMP RXD TBI11 

DO2 DI2 TBI2 RXRDY RXC TBI12 

DO3 DI3 TBI3 DTRB TXC TBI13 

DO4 DI4 TBI4 RTSB SYN TBI14 

DO5 DI5 TBI5 CDB WRB TBI15 

DO6 DI6 TBI6 CSYN RDB TBI16 

DO7 DI7 TBI7 THRCD CD TBI17 

OSYN CLK TBI8 THRCS CSB TBI18 

TXD DSRB TBI9 THRRST RST TBI19 

 

TTHR =“1”かつCSE =“0”のとき全3ステートの制御（スルー・パス／ハイ・インピーダンスの切り替え）は

CSDで行います。 
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3. 2 NA51A初期化パターン 
 

シミュレーション開始時にはメガマクロ内部の状態は不定です。したがって，シミュレーション時には最初に

次の初期化パターンを入力し，内部の状態を決定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかの入力端子（通常入力，テスト入力）は，“0”，または“1”を入力してください。 

“X”が入力されないように注意してください。 

 

・初期化パターン後のメガマクロ出力端子の値 

端子名 状 態 

DO7-DO0 Hi-Z 

OSYN 0 

TXD 1 

TXRDY 0 

TXEMP 1 

RXRDY 0 

DTRB 1 

RTSB 1 

CDB 0 

CSYN 1 

THRCD 0 

THRCS 0 

THRRST 0 

 

注意1. 初期化パターン後，NA51Aはスタンバイ・モードになっています。 

2. リセット中はクロックが必要です（リセット・パルス幅は6クロック以上必要です）。 

3. 次の入力端子は，スパイクが入力されない回路構成にしてください。 

CLK, RXC, TXC, WRB, RDB, RST 

 

51 10 15 20 25 30 35 40

TBI15

TBI16

TBI18

TBI8

TBI19

TESTB
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3. 3 遅延時間 
 

1. 2. 4 遅延時間を参照してください。 

 

3. 4 AC特性（TA = －40～＋85 °C, VDD = 5 V±10 ％） 
 

（1）リード・サイクル 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス（CSB, CD）設定時間（対RDB↓）  tSAR 0  ns

 アドレス（CSB, CD）保持時間（対RDB↑）  tHRA 0  ns

 RDBパルス幅  tRRL 30  ns

 データ遅延時間（対RDB↓）  tDRD 15 35 ns

 データ・フロート遅延時間（対RDB↑）  tFRD 15 35 ns

 ポート（DSRB, CTSB）設定時間（対RDB↓）  tSPR 20  tCYK

 CDBハイ遅延時間（対RDB↓）  tCDHR 15 35 ns

 CDBロウ遅延時間（対RDB↑）  tCDLR 15 35 ns

 

（2）ライト・サイクル 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス（CSB, CD）設定時間（対WRB↓）  tSAW 0  ns

 アドレス（CSB, CD）保持時間（対WRB↑）  tHWA 0  ns

 WRBパルス幅  tWWL 30  ns

 データ設定時間（対WRB↑）  tSDW 1  ns

 データ保持時間（対WRB↑）  tHWD 0  ns

 ポート（DTRB, RTSB），TXEN遅延時間（対WRB↑）  tDWP  8 tCYK

モード指定時  tRV 6  tCYK

調歩同期モード時  12  tCYK

 書き込み回復時間 

 

 同期モード時  16  tCYK
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（3）そのほかのタイミング 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 クロック周期  tCYK 30  ns

 クロック・パルス・ハイ・レベル幅  tKKH 20  ns

 クロック・パルス・ロウ・レベル幅  tKKL 10  ns

 TXD遅延時間（対TXCB↓）  tDTKTD 3 11 ns

 1×BR  tTKTKL 12  tCYK トランスミッタ入力クロック・パルス・ロウ・

レベル幅  16×BR，64×BR  1  tCYK

 1×BR 15  tCYK トランスミッタ入力クロック・パルス・ハイ・

レベル幅  16×BR，64×BR

 tTKTKH 

3  tCYK

 1×BR DC 660 kHz

 16×BR DC 4400 kHz

 トランスミッタ入力クロック周波数 

 

  64×BR 

 fTK
注1 

DC 4400 kHz

 1×BR 12  tCYK レシーバ入力クロック・パルス・ロウ・レベル幅 

 16×BR，64×BR

 tRKRKL 

1  tCYK

 1×BR 15  tCYK レシーバ入力クロック・パルス・ハイ・レベル幅 

 16×BR，64×BR

 tRKRKH 

3  tCYK

 1×BR DC 660 kHz

 16×BR DC 4400 kHz

 レシーバ入力クロック周波数 

 

  64×BR 

 fRK
注1 

DC 4400 kHz

 RXD設定時間（対サンプリング・パルス↑）  tSRDSP
注2 1  μs

 RXD保持時間（対サンプリング・パルス↓）  tHSPRD
注2 1  μs

 TXEM遅延時間  tDTXEP  20 tCYK

 TXRD遅延時間（TXRD↑）  tDTXR  8 tCYK

 TXRD遅延時間（TXRD↓）  tDWTXR 5 17 ns

 RXRD遅延時間（RXRD↑）  tDRXR  26 tCYK

 RXRD遅延時間（RXRD↓）  tDRRXR 2 7 ns

 OSYN出力遅延時間（内部同期）  tDRKSY  26 tCYK

 SYN入力設定時間（外部同期）  tSSYRK 18  tCYK

 リセット・パルス・ハイ・レベル幅  tRST 6  tCYK

注1. TXCとRXCの周波数は，CLKに対して次の制限があります。 

1×BR  ：fTK or fRK≦1/30tCYK 

16×BR，64×BR ：fTK or fRK≦1/4.5tCYK 

 2. 調歩同期モード（16×BR, 64×BR）時は，RXDのシリアル入力のビット幅が，設定したビット数や転

送レートの長さでそろっていれば問題ありません。 

調歩同期モード（1×BR）時，同期モード時は，tSRDSP, tHSPRDともに3×tCYK以上必要です。 

 

備考1. システム・クロックは，リセット中に入力されていなければなりません。 

2. ステータスの更新には，ある事象がステータスに影響を与えてから，最大28tCYKの遅延があります。 

3. 伝達遅延時間の出力負荷条件は，ファンアウト1，配線長0 mmです。 

4. BR：ボー・レート 

 

★ 
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3. 5 タイミング・チャート 
 

（1）ライト・データ・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CDB

CSB

WRB

DI7-DI0 

DTRB, RTSB

TXRDY

tSAW tHWA

tWWL

tSDW

tHWD

tDWP

tDWTXR
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（2）リード・データ・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CD

CSB

RDB

DO7-DO0

RXRDY

CDB

DSRB, CTSB

tSAR tHRA

tRRL

tDRD

tSPR

tDRRXR

tCDHR tCDLR

tFRD

Hi-Z Hi-Z
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（3）レシーバ・クロックとRXD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RXD 

RXC  
（16×BR）

RXD  

RXC  
（1×BR）

Internal  
Sampling  

Pulse  

Internal  
Sampling  

Pulse  

tRKRKL

tSRDSP tHSPRD

tRKRKH

tRKRKL

3tCYK 3tCYK

tKKH

tRKRKH

START BIT 1st DATA BIT

8 RXCLK
Cycle

8 RXCLK
Cycle

16 RXCLK
Cycle

3tCYK

3tCYK

tSRDSP tHSPRD

tKKH

START BIT 1st DATA BIT
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（4）トランスミッタ・クロックとTXD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TXC  
（1×BR）

TXD  

TXD  

TXC  
（16×BR）

tTKTKL tTKTKH

tDTKTD
tDTKTD

16 TXCLK Cycle

tDTKTD
tDTKTD tTKTKH

tTKTKL
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（5）フラグのタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1/2ビット。 

  サンプリングが16倍クロックの場合，8クロック目の立ち上がり 

  サンプリングが64倍クロックの場合，32クロック目の立ち上がり 

 

tDTXR tDTXEP

tDRXR

STOP START

STOP START

注

注

注

TXEMP

TXRDY

WRB

RDB

TXD

RXD

RXRDY
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（6）RXDとSYN, OSYNのタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1/2ビット。 

  サンプリングが16倍クロックの場合，8クロック目の立ち上がり 

  サンプリングが64倍クロックの場合，32クロック目の立ち上がり 

 

tDRKSY

tSSYRK

同期キャラクタ データ・キャラクタ

データ・キャラクタ

注

OSYN  
（内部同期）

SYN  
（外部同期）

RXC

RXC

RXD

RXD
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（7）書き込み回復時間 

 

 

 

 

 

（8）メイン・クロック 

 

 

 

 

 

 

tRV

WRB

 

tKKL

tCYK

tKKH

CLK
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第4章 NA54Aマクロ 

第4章では，NA54Aの機能について説明しています。 
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Block Type Function 

NA54A Programmable Timer/Counter 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 先頭に“TBI”がついている入力信号はテスト端子です。 

使用セル数（構成） 4514（122×37） 

メガマクロ・テスト・パターン長 3479 

・μPD71054と機能コンパチブル
・最高動作周波数　33 MHz

特　徴

・CLK0, CLK1, CLK2, GATE0,　　　　
　GATE1, GATE2, WRB, RDBにはス　
　パイクを入力しないでください。

注意事項

注1.　DO7-DO0の出力制御信号
　2.　メガマクロ前後段試験時のA1, GATE0, GATE1,
　　　GATE2, WRB, RDB, CSBのスルー・パス出力 
　　　端子
　3.　スルー・パス／通常モード切り替え端子

NA54A

DI0
TBI0

DI1
TBI1

DI2
TBI2

DI3
TBI3

DI4
TBI4

DI5
TBI5

DI6
TBI6

DI7
TBI7

CLK0
TBI8

CLK1
TBI9

CLK2
TBI10

A0
TBI11

A1
TBI12

GATE0
TBI13

GATE1
TBI14

GATE2
TBI15
WRB

TBI16
RDB

TBI17
CSB

TBI18
TESTB

CSD
CSE

注３　TTHR

DO0
DO1
DO2
DO3
DO4
DO5
DO6
DO7
CNTOUT0
CNTOUT1
CNTOUT2
CDB　注１
THRA1
THRGATE0
THRGATE1
THRGATE2　注２
THRWR
THRRD
THRCS
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4. 1 NA54A端子説明 
 
端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

DI0 I データ・バス入力信号（LSB）  TBI0 1.3 L424 

DI1 I データ・バス入力信号  TBI1 3.2 L424 

DI2 I データ・バス入力信号  TBI2 2.7 L424 

DI3 I データ・バス入力信号  TBI3 2.5 L424 

DI4 I データ・バス入力信号  TBI4 1.1 L424 

DI5 I データ・バス入力信号  TBI5 1.3 L424 

DI6 I データ・バス入力信号  TBI6 2.4 L424 

DI7 I データ・バス入力信号（MSB）  TBI7 1.5 L424 

CLK0 I カウンタ＃0のクロック  TBI8 1.9 L424 

CLK1 I カウンタ＃1のクロック  TBI9 1.3 L424 

CLK2 I カウンタ＃2のクロック  TBI10 1.1 L424 

A0 I アドレス（LSB）  TBI11 1.6 L424 

A1 I アドレス（MSB）  TBI12 1.5 L424 

GATE0 I カウンタ＃0のゲート入力  TBI13 1.1 L424 

GATE1 I カウンタ＃1のゲート入力  TBI14 1.1 L424 

GATE2 I カウンタ＃2のゲート入力  TBI15 1.7 L424 

WRB I ライト信号 Low TBI16 1.5 L424 

RDB I リード信号 Low TBI17 1.5 L424 

CSB I チップ・セレクト Low TBI18 1.0 L424 

CSD I 3ステート出力コントロール  － 2.8 L101 

CSE I 3ステート出力コントロール  － 3.7 L111 

TTHR I スルー・パス／通常モード切り替え信号

“H”：スルー・パス・モード 

“L”：通常モード 

 － 2.3 L111 

TESTB I テスト／通常モード切り替え 

“H”：通常モード 

“L”：テスト・モード 

 － 3.1 F101 

DO0 O データ・バス出力信号（LSB）  － 30.0 F532 

DO1 O データ・バス出力信号  － 30.0 F532 

DO2 O データ・バス出力信号  － 31.0 F532 

DO3 O データ・バス出力信号  － 30.0 F532 

DO4 O データ・バス出力信号  － 31.0 F532 

DO5 O データ・バス出力信号  － 31.0 F532 

DO6 O データ・バス出力信号  － 32.0 F532 

DO7 O データ・バス出力信号（MSB）  － 33.0 F532 

CNTOUT0 O カウンタ＃0の出力   31.0 F101 

CNTOUT1 O カウンタ＃1の出力  － 33.0 F101 

CNTOUT2 O カウンタ＃2の出力  － 33.0 F101 

CDB O データ・バスのイネーブル信号  － 32.0 F111 

THRA1 O スルー・パス出力信号  － 29.0 F312 

THRGATE0 O スルー・パス出力信号  － 27.0 F312 
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端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

THRGATE1 O スルー・パス出力信号  － 25.0 F312 

THRGATE2 O スルー・パス出力信号  － 28.0 F312 

THRWR O スルー・パス出力信号  － 28.0 F312 

THRRD O スルー・パス出力信号  － 29.0 F312 

THRCS O スルー・パス出力信号  － 28.0 F312 

TBI0 I テスト入力  － 1.3 L424 

TBI1 I テスト入力  － 4.4 L424 

TBI2 I テスト入力  － 2.9 L424 

TBI3 I テスト入力  － 2.5 L424 

TBI4 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI5 I テスト入力  － 1.4 L424 

TBI6 I テスト入力  － 2.3 L424 

TBI7 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI8 I テスト入力  － 2.1 L424 

TBI9 I テスト入力  － 1.3 L424 

TBI10 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI11 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI12 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI13 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI14 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI15 I テスト入力  － 1.8 L424 

TBI16 I テスト入力  － 1.7 L424 

TBI17 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI18 I テスト入力  － 1.2 L424 

備考 I ：入力端子 

   O ：出力端子 

 



第4章 NA54Aマクロ 

 76 設計マニュアル  A14759JJ4V0DM 

備考1. TBIxは，テスト用の入力端子です。TESTB入力をロウ・レベルにすることにより，TBIxより入力信号を入

れることができます。テスト・モード時に，ゲートアレイ外部より直接メガマクロに信号が入力できるよう

に接続してください。ここでいう直接とは入力された信号が反転したり，間にフリップフロップのような順

序回路が入らない回路構成を指します。 

 
TESTB 入力端子 

1 通常端子
注 

0 TBIx 

注 通常モード時，テスト用入 

  力端子には0か1の確定値を 

  入力してください（0と1が 

  混在していても構いません）。 

 

2. CSE入力，CSD入力の機能 

CSE入力：“1”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオン（ハイまたはロウ・レベル）にし

ます。 

CSD入力：CSE = “0”のとき，“0”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオフ（ハイ・イ

ンピーダンス；Hi-Z）にします。 

また，“1”を入力することにより，メガマクロ内部の制御信号で3ステートの出力をオン，オ

フにします（通常動作）。 

CSE CSD 出力端子の状態 3ステート出力端子の状態注 

0 0 通常動作 Hi-Z 

0 1 通常動作 通常動作 

1 － 通常動作 Hi-Zは出力されない 

注 3ステート端子は，DO7-DO0です。 

 

3. CSE =“0”のとき，3ステート出力バッファのHi-Z状態は，対応する出力制御信号の出力値をモニタするこ

とにより確認できます。 

 
“Hi-Z”になっている端子 対応する出力制御信号と出力 

DO7-DO0 CDB 0 

 

CSE =“1”のときは，3ステート出力制御信号に左右されません（3ステート出力は，“Hi-Z”ではありま

せん）。 

 

4. CSE, CSDはクランプにより固定できますが，CSDをクランプする場合，“1”固定としてください。 
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備考5. TTHR, CSE, CSDの組み合わせによる出力端子の動作状態 

 
TTHR端子 CSE端子 CSD端子 3ステート出力端子

（DOx） 

3ステート制御端子

（CDB（SD）） 

そのほかの端子 スルー・パス専用端子

（出力THRxxx） 

0 Hi-Z 0 0 

1 通常動作 通常動作 

0 0 

0 

1 

1 

Hi-Z出力されない

通常動作 

通常動作 0 

0 Hi-Z 0 

1 

1 

1 × 

スルー・パス 

スルー・パス スルー・パス スルー・パス 

 

6. スルー・パス・テスト時の入出力端子対応表 

TTHR = “1”のとき，メガマクロ出力端子に対応する入力端子は下表のとおりです。 

 
出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 

 TESTB = 1 TESTB = 0  TESTB = 1 TESTB = 0 

DO0 DI0 TBI0 CNTOUT2 CLK2 TBI10 

DO1 DI1 TBI1 CDB A0 TBI11 

DO2 DI2 TBI2 THRA1 A1 TBI12 

DO3 DI3 TBI3 THRGATE0 GATE0 TBI13 

DO4 DI4 TBI4 THRGATE1 GATE1 TBI14 

DO5 DI5 TBI5 THRGATE2 GATE2 TBI15 

DO6 DI6 TBI6 THRWR WRB TBI16 

DO7 DI7 TBI7 THRRD RDB TBI17 

CNTOUT0 CLK0 TBI8 THRCS CSB TBI18 

CNTOUT1 CLK1 TBI9    

 

TTHR =“1”かつCSE =“0”のとき全3ステートの制御（スルー・パス／ハイ・インピーダンスの切り替え）

はCSDで行います。 
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4. 2 NA54A初期化パターン 
 

シミュレーション開始時にはメガマクロ内部の状態は不定です。したがって，シミュレーション時には最初に

次の初期化パターンを入力し，内部の状態を決定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 n：0, 1, 2 

 

 ほかの入力端子（通常入力，テスト入力）は，“0”，または“1”を入力してください。 

 “X”が入力されないように注意してください。 

 

・初期化パターン後のメガマクロ出力端子の値 

モード DO7-DO0 CNTOUT2-

CNTOUT0 

CDB THRA1, 

THRGATE2-THRGATE

0, THRWR 

0 Hi-Z 0 0 0 

1 Hi-Z 1 0 0 

2 Hi-Z 1 0 0 

3 Hi-Z 1 0 0 

4 Hi-Z 1 0 0 

5 Hi-Z 1 0 0 

 

注意 次の入力端子は，スパイクが入力されない回路構成にしてください。 

CLK0, CLK1, CLK2, GATE0, GATE1, GATE2, WRB, RDB 

また，CNTOUT2-CNTOUT0の値は，該当するカウンタのレジスタを設定した場合に出力され 

ます。レジスタを設定しなかった場合は，×（不定）になります。 

 

1 5 10 15

10H 50H 90H 00H

WRB

CSB

A0, A1

D7-D1

GATEn注

CLKn注

TESTB

RDB

 初期化パターンの一例

モード設定が初期化となり
ます。

カウンタ＃0-＃2をモード0
に設定した例 

⎧
⎪
⎩

⎧
⎪
⎩
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4. 3 遅延時間 
 

1. 2. 4 遅延時間を参照してください。 

 

4. 4 AC特性（TA = －40～＋85 °C, VDD = 5 V±10 ％） 
 

（1）リード・サイクル 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス設定時間（対RDB↓）  tSAR 5  ns

 アドレス保持時間（対RDB↑）  tHRA 0  ns

 CSB設定時間（対RDB↓）  tSCR 1  ns

 ロウ・レベルRDBパルス幅  tRRL 30  ns

 データ遅延時間（対RDB↓）  tDRD  35 ns

 データ・フロート遅延時間（対RDB↑）  tFRD 15 35 ns

 データ遅延時間（対アドレス）  tDAD  40 ns

 読み出し回復時間  tRV 30  ns

 CDBハイ遅延時間（対RDB↓）  tCDHR  35 ns

 CDBロウ遅延時間（対RDB↑）  tCDLR  35 ns

 

（2）ライト・サイクル 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス設定時間（対WRB↓）  tSAW 0  ns

 アドレス保持時間（対WRB↑）  tHWA 0  ns

 CSB設定時間（対WRB↓）  tSCW 0  ns

 ロウ・レベルWRBパルス幅  tWWL 30  ns

 データ設定時間（対WRB↑）  tSDW 10  ns

 データ保持時間（対WRB↑）  tHWD 0  ns

 書き込み回復時間  tRV 30  ns
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（3）クロック，ゲート・タイミング 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 クロック周期  tCYK 30  ns

 ハイ・レベル・クロック・パルス幅  tKKH 15  ns

 ロウ・レベル・クロック・パルス幅  tKKL 15  ns

 ハイ・レベル・ゲート・パルス幅  tGGH 10  ns

 ロウ・レベル・ゲート・パルス幅  tGGL 10  ns

 ゲート設定時間（対CLKn↑）注  tSGK 20  ns

 ゲート保持時間（対CLKn↑）注  tHKG 0  ns

 クロック遅延時間（対WRB↑）（カウント数）  tDWK 5  ns

 クロック遅延時間（対WRB↑）（ラッチ・コマンド）  tSKW 2  ns

 ゲート遅延時間（対WRB↑）  tDWG 0  ns

 出力遅延時間（対GATEn↓）注  tDGO  5 ns

 出力遅延時間（対CLKn↓）注  tDKO  10 ns

 出力（イニシャルOUT）遅延時間（対WRB↑）  tDWO  12 ns

注 n = 0, 1, 2 

 

備考 伝達遅延時間の出力負荷条件は，ファンアウト1，配線長0 mmです。 
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4. 5 タイミング・チャート 
 

（1）リード・サイクル・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）ライト・サイクル・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

tSAR

tSCR tRRL

tDRD

tDAD

tFRD

tCDHR

Hi-Z Hi-Z

A0, A1

DO7-DO0

CSB

RDB

CDB

tCDLR

tHRA

 

tSAW

tSCW

tSDW tHWD

tWWL

A0, A1

DI7-DI0

CSB

WRB

tHWA
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（3）リード／ライト回復時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1. m = 0, 1, 2 

2. カウント数最終バイトの書き込み。 

3. カウント・ラッチ・コマンドまたはマルチプル・ラッチ・コマンドの書き込み 

 

 

tRV

tRV

tRV

tCYK

tKKL tSGK tSKW

tHKGtHKG

tSGK

tDWG tGGL

tDGO tDKO

tDWO

tGGH

tKKH

tDWK

tRV

LATCH注３COUNT注２MODE

RDB

WRB

WRB

CLKm注１

GATEm注１

OUTm注１
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第5章 NA55Aマクロ 

第5章では，NA55Aの機能について説明します。 
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Block Type Function 

NA55A Parallel Interface Unit 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 先頭に“TBI”がついている入力信号はテスト端子です。 

使用セル数（構成） 1764（84×21） 

メガマクロ・テスト・パターン長 3643 
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5. 1 NA55A端子説明 
 

端子名 I/O 機  能 テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

PI00 I ポート0入力（LSB） TBI0 1.5 L424 

PI01 I ポート0入力 TBI1 2.3 L424 

PI02 I ポート0入力 TBI2 1.5 L424 

PI03 I ポート0入力 TBI3 1.6 L424 

PI04 I ポート0入力 TBI4 1.4 L424 

PI05 I ポート0入力 TBI5 1.1 L424 

PI06 I ポート0入力 TBI6 1.3 L424 

PI07 I ポート0入力（MSB） TBI7 1.4 L424 

PI10 I ポート1入力（LSB） TBI8 1.6 L424 

PI11 I ポート1入力 TBI9 1.5 L424 

PI12 I ポート1入力 TBI10 1.8 L424 

PI13 I ポート1入力 TBI11 1.8 L424 

PI14 I ポート1入力 TBI12 1.9 L424 

PI15 I ポート1入力 TBI13 1.9 L424 

PI16 I ポート1入力 TBI14 1.5 L424 

PI17 I ポート1入力（MSB） TBI15 1.7 L424 

PI20 I ポート2入力（LSB） TBI16 1.5 L424 

PI21 I ポート2入力 TBI17 1.1 L424 

PI22 I ポート2入力 TBI18 2.1 L424 

PI23 I ポート2入力 TBI19 1.4 L424 

PI24 I ポート2入力 TBI20 2.0 L424 

PI25 I ポート2入力 TBI21 3.6 L424 

PI26 I ポート2入力 TBI22 1.8 L424 

PI27 I ポート2入力（MSB） TBI23 3.5 L424 

DI0 I データ・バス入力信号（LSB） TBI24 1.5 L424 

DI1 I データ・バス入力信号 TBI25 1.7 L424 

DI2 I データ・バス入力信号 TBI26 1.5 L424 

DI3 I データ・バス入力信号 TBI27 1.3 L424 

DI4 I データ・バス入力信号 TBI28 1.5 L424 

DI5 I データ・バス入力信号 TBI29 2.0 L424 

DI6 I データ・バス入力信号 TBI30 1.2 L424 

DI7 I データ・バス入力信号（MSB） TBI31 1.8 L424 

A0 I アドレス入力 TBI32 1.6 L424 

A1 I アドレス入力 TBI33 1.5 L424 

RDB I アクティブ“L”のリード信号 TBI34 1.5 L424 

CSB I アクティブ“L”のチップ・セレクト信号 TBI35 1.4 L424 

WRB I アクティブ“L”のライト信号 TBI36 1.4 L424 

RESET I システム・リセット信号 TBI37 1.8 L424 

TEST I テスト／通常モード切り替え 

“H”：通常モード 

“L”：テスト・モード 

－ 1.2 L111 
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端子名 I/O 機  能 テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

CSD I CSD＝L 

PO27-PO00を強制的にHi-Z出力にする。 

－ 3.6 F153 

CSE I CSE＝H 

PO27-PO00をHi-Z出力にしない。 

－ 1.7 Ｌ111 

TTHR I スルー・パス／通常モード切り替え信号 

“H”：スルー・パス・モード 

“L”：通常モード 

－ 2.2 F112 

TTD0 I スルー・パス・モード専用入力端子 － 3.9 L111 

TTD1 I スルー・パス・モード専用入力端子 － 1.8 L111 

TTD2 I スルー・パス・モード専用入力端子 － 1.7 L111 

TTD3 I スルー・パス・モード専用入力端子 － 1.2 L111 

PO00 O ポート0出力（LSB） － 31.0 F531 

PO01 O ポート0出力 － 32.0 F531 

PO02 O ポート0出力 － 32.0 F531 

PO03 O ポート0出力 － 32.0 F531 

PO04 O ポート0出力 － 32.0 F531 

PO05 O ポート0出力 － 32.0 F531 

PO06 O ポート0出力 － 31.0 F531 

PO07 O ポート0出力（MSB） － 30.0 F531 

PO10 O ポート1出力（LSB） － 34.0 F531 

PO11 O ポート1出力 － 33.0 F531 

PO12 O ポート1出力 － 34.0 F531 

PO13 O ポート1出力 － 34.0 F531 

PO14 O ポート1出力 － 33.0 F531 

PO15 O ポート1出力 － 34.0 F531 

PO16 O ポート1出力 － 34.0 F531 

PO17 O ポート1出力（MSB） － 34.0 F531 

PO20 O ポート2出力（LSB） － 34.0 F531 

PO21 O ポート2出力 － 34.0 F531 

PO22 O ポート2出力 － 34.0 F531 

PO23 O ポート2出力 － 34.0 F531 

PO24 O ポート2出力 － 34.0 F531 

PO25 O ポート2出力 － 32.0 F531 

PO26 O ポート2出力 － 31.0 F531 

PO27 O ポート2出力（MSB） － 32.0 F531 

DO0 O データ・バス出力信号（LSB） － 33.0 F531 

DO1 O データ・バス出力信号 － 32.0 F531 

DO2 O データ・バス出力信号 － 33.0 F531 

DO3 O データ・バス出力信号 － 33.0 F531 

DO4 O データ・バス出力信号 － 33.0 F531 

DO5 O データ・バス出力信号 － 32.0 F531 

DO6 O データ・バス出力信号 － 32.0 F531 

DO7 O データ・バス出力信号（MSB） － 33.0 F531 
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端子名 I/O 機  能 テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

P0C O PO07-PO00の出力制御信号 － 33.0 F101 

P1C O PO17-PO10の出力制御信号 － 34.0 F101 

P21C O PO20, PO21の出力制御信号 － 34.0 F101 

P22C O PO22の出力制御信号 － 34.0 F101 

P23C O PO23の出力制御信号 － 30.0 F101 

P24C O PO24の出力制御信号 － 33.0 F101 

P25C O PO25の出力制御信号 － 33.0 F101 

P26C O PO26の出力制御信号 － 34.0 F101 

P27C O PO27の出力制御信号 － 33.0 F101 

CDB O DO7-DO0の出力制御信号 － 31.0 F101 

TBI0 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI1 I テスト入力 － 2.4 L424 

TBI2 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI3 I テスト入力 － 1.6 L424 

TBI4 I テスト入力 － 1.4 L424 

TBI5 I テスト入力 － 1.1 L424 

TBI6 I テスト入力 － 1.3 L424 

TBI7 I テスト入力 － 1.4 L424 

TBI8 I テスト入力 － 1.6 L424 

TBI9 I テスト入力 － 2.1 L424 

TBI10 I テスト入力 － 1.8 L424 

TBI11 I テスト入力 － 1.9 L424 

TBI12 I テスト入力 － 1.8 L424 

TBI13 I テスト入力 － 1.9 L424 

TBI14 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI15 I テスト入力 － 1.7 L424 

TBI16 I テスト入力 － 1.6 L424 

TBI17 I テスト入力 － 1.2 L424 

TBI18 I テスト入力 － 2.2 L424 

TBI19 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI20 I テスト入力 － 2.2 L424 

TBI21 I テスト入力 － 3.7 L424 

TBI22 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI23 I テスト入力 － 3.5 L424 

TBI24 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI25 I テスト入力 － 1.7 L424 

TBI26 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI27 I テスト入力 － 1.3 L424 

TBI28 I テスト入力 － 1.4 L424 

TBI29 I テスト入力 － 2.1 L424 

TBI30 I テスト入力 － 1.2 L424 
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端子名 I/O 機  能 テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

TBI31 I テスト入力 － 1.8 L424 

TBI32 I テスト入力 － 1.6 L424 

TBI33 I テスト入力 － 1.6 L424 

TBI34 I テスト入力 － 1.6 L424 

TBI35 I テスト入力 － 2.0 L424 

TBI36 I テスト入力 － 1.5 L424 

TBI37 I テスト入力 － 1.8 L424 
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備考1.  T×××は，テスト用の入力端子です。TEST入力をロウ・レベルにすることにより，T×××より入力信

号を入れることができます。テスト・モード時に，ゲートアレイ外部より直接メガマクロに信号が入力で

きるように接続してください。ここでいう直接とは入力された信号が反転したり，間にフリップフロップ

のような順序回路が入らない回路構成を指します。 

 
TEST 入力端子 

1 I×××注 

0 T××× 

注 通常モード時，テスト用 

入力端子には，0か1の確 

定値を入力してください 

（0と1が混在していてもか 

まいません）。 

 

2. CSE入力，CSD入力の機能 

CSE入力：“1”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオン（ハイまたはロウ・レベル）にし

ます。 

CSD入力：CSE =“0”のとき，“0”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオフ（ハイ・イン

ピーダンス；Hi-Z）にします。 

また，“1”を入力することにより，メガマクロ内部の制御信号で3ステートの出力をオン，オ

フにします（通常動作）。 

CSE CSD 出力端子の状態 3ステート出力端子の状態注 

0 0 通常動作 Hi-Z 

0 1 通常動作 通常動作 

1 － 通常動作 Hi-Zは出力されない 

注 3ステート端子は，N01-N32です。 

 

3.  CSE =“0”のとき，3ステート出力バッファのHi-Z状態は，対応する出力制御信号の出力値をモニタする

ことにより確認できます。 

“Hi-Z”になっている端子 対応する出力制御信号と出力 

PO07-PO00 P0C 0 

PO17-PO10 P1C 0 

PO20, PO21 P21C 0 

PO22 P22C 0 

PO23 P23C 0 

PO24 P24C 0 

PO25 P25C 0 

PO26 P26C 0 

PO27 P27C 0 

DO7-DO0 CDB 0 

 

CSE =“1”のときは，3ステート出力制御信号に左右されません（3ステート出力は，“Hi-Z”ではありま

せん）。 
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備考4. CSE, CSDはクランプにより固定できますが，CSDをクランプする場合，“1”固定としてください。 

 

5. TTHR, CSE, CSDの組み合わせによる出力端子の動作状態 

 
TTHR端子 CSE端子 CSD端子 3ステート出力端子 3ステート制御端子 その他の端子 スルー・パス専用端子

0 0 Hi-Z 0 

 1 通常動作 通常動作 

1 0 Hi-Z出力されない 0 

0 

 1  通常動作 

通常動作 0 

0 0 Hi-Z 

 1 スルー・パス 

1 

1 ×  

スルー・パス スルー・パス スルー・パス 

 

6.  スルー・パス・テスト時の入出力端子対応表 

TTHR =“1”のとき，メガマクロ出力端子に対応する入力端子は，下表のとおりです。 

 
出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 

 TEST = 1 TEST = 0  TEST = 1 TEST = 0  TEST = 1 TEST = 0

PO00 PI00 TBI0 PO16 PI16 TBI14 DO4 DI4 TBI28 

PO01 PI01 TBI1 PO17 PI17 TBI15 DO5 DI5 TBI29 

PO02 PI02 TBI2 PO20 PI20 TBI16 DO6 DI6 TBI30 

PO03 PI03 TBI3 PO21 PI21 TBI17 DO7 DI7 TBI31 

PO04 PI04 TBI4 PO22 PI22 TBI18 P0C A0 TBI32 

PO05 PI05 TBI5 PO23 PI23 TBI19 P1C A1 TBI33 

PO06 PI06 TBI6 PO24 PI24 TBI20 P21C RDB TBI34 

PO07 PI07 TBI7 PO25 PI25 TBI21 P22C CSB TBI35 

PO10 PI10 TBI8 PO26 PI26 TBI22 P23C WRB TBI36 

PO11 PI11 TBI9 PO27 PI27 TBI23 P24C RESET TBI37 

PO12 PI12 TBI10 DO0 DI0 TBI24 P25C TTD0  

PO13 PI13 TBI11 DO1 DI1 TBI25 P26C TTD1  

PO14 PI14 TBI12 DO2 DI2 TBI26 P27C TTD2  

PO15 PI15 TBI13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DO3 DI3 TBI27 CDB TTD3  

TTHR = “1”かつCSE = “0”のとき全3ステートの制御（スルー・パス／ハイ・インピーダンスの切り

替え）はCSDで行います。 
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5. 2 NA55A初期化パターン 
 

シミュレーション開始時にはメガマクロ内部の状態は不定です。したがって，シミュレーション時には最初に

次の初期化パターンを入力し，内部の状態を決定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他の入力ピン（通常入力，テスト入力）は，“0”，または“1”を入力してください。 

 “X”が入力されないように注意してください。 

 

表5－1 モード選択コマンド設定直後の出力端子の状態（グループ0） 

モード ポート0 ポート2 

（上位） 

PO07-PO00 PO27 PO26 PO25 PO24 PO23注1 

0 入力 入力 Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z － 

0 入力 出力 Hi-Z 0 0 0 0 － 

0 出力 入力 0 Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z － 

0 出力 出力 0 0 0 0 0 － 

1 入力 入力 Hi-Z Hi-Z Hi-Z 不定 or 1注2 Hi-Z 0 

1 入力 出力 Hi-Z 0 0 不定 or 1注2 Hi-Z 0 

1 出力 入力 0 1 Hi-Z Hi-Z Hi-Z 0 

1 出力 出力 0 1 Hi-Z 0 0 0 

2 双方向 入力 Hi-Z or 0注3 1 Hi-Z 不定 or 1注2 Hi-Z 0 

2 双方向 出力 Hi-Z or 0注3 1 Hi-Z 不定 or 1注2 Hi-Z 0 

 

1 2 3 4 5 6

80H

RESET

WRB

RDB

A0

A1

DI7-DI0

CSB

TEST

 初期化パターンの一例

初期化は必ずリセット入力
後モード選択コマンドの設
定を行ってください。

リセット後コマンドに80H
を設定した例での初期化後
の出力端子の状態は，表5
ー1，表5ー2の＊欄になり
ます。

⎧
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎩

⎧
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎩

 

＊ 
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表5－2 モード選択コマンド設定直後の出力端子の状態（グループ1） 

モード ポート1 ポート2 

（下位） 

PO17-PO10 PO23注1 PO22 PO21 PO20 

0 入力 入力 Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

0 入力 出力 Hi-Z 0 0 0 0 

0 出力 入力 0 Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

0 出力 出力 0 0 0 0 0 

1 入力 入力 Hi-Z Hi-Z Hi-Z 不定 or 1注4 0 

1 入力 出力 Hi-Z 0 Hi-Z 不定 or 1注4 0 

1 出力 入力 0 Hi-Z Hi-Z 1 0 

1 出力 出力 0 1 Hi-Z 1 0 

注1. PO23は，グループ0がモード0のときは表5－2の動作となり，グループ0がモード1またはモード2のと

きは表5－1の動作となります。 

2. PI24 = 1のとき不定，PI24 = 0のとき1。 

3. PI26 = 1のときHi-Z，PI26 = 0のとき0。 

4. PI22 = 1のとき不定，PI22 = 0のとき1。 

 

備考 DO7-DO0は，常にHi-Zとなります。 

 

注意1. 次の入力端子は，スパイクが入力されないような回路構成にしてください。 

WRB, RDB, RESET 

2. 実際に使用するとき，表5－1の注2，表5－2の注4の設定を行う場合は，たとえば同じコマンドを続

けて書き込むようにしてください。 

PI24 = 0（PI22 = 0）として2回目を書き込むと，PO25（PO21）が0に初期化されます。 

3. ポート0を，モード0出力，またはモード1出力に設定し，ポート0の出力値を読み出す場合，

PO07-PO00のポート0出力をバスを介して，PI07-PI00のポート0入力に接続してください。 

ポート1，ポート2は，上記のような接続は必要ありません。 

 

5. 3 遅延時間 
 

1. 2. 4 遅延時間を参照してください。 

 

＊ 
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5. 4 AC特性（TA = －40～＋85 °C, VDD = 5 V±10 ％） 
 

（1）リード・サイクル 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス（CSB, A1, A0）設定時間（対RDB↓）  tSAR 0  ns

 アドレス（CSB, A1, A0）保持時間（対RDB↑）  tHRA 0  ns

 RDBパルス幅  tRRL 35  ns

 データ遅延時間（対RDB↓）  tDRD  35 ns

 CDBハイ遅延時間（対RDB↓）  tCDHR  35 ns

 データ・フロート遅延時間（対RDB↑）  tFRD 10 35 ns

 CDBロウ遅延時間（対RDB↑）  tCDLR  30 ns

 読み出し回復時間  tRV 70  ns

 

（2）ライト・サイクル 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス（CSB, A1, A0）設定時間（WRB↓）  tSAW 0  ns

 アドレス（CSB, A1, A0）保持時間（WRB↑）  tHWA 0  ns

 WRBパルス幅  tWWL 35  ns

 データ設定時間（対WRB↑）  tSDW 10  ns

 データ保持時間（対WRB↑）  tHWD 0  ns

 書き込み回復時間  tRV 70  ns
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（3）その他のタイミング 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 ポート設定時間（対RDB↓）  tSPR 0  ns

 ポート保持時間（対RDB↑）  tHRP 0  ns

 ポート設定時間（対STB↑）  tSPS 0  ns

 ポート保持時間（対STB↑）  tHSP 10  ns

 ポート遅延時間（対WRB↑）  tDWP  10 ns

 STBパルス幅  tSSL 35  ns

 DAKBパルス幅  tDADAL 35  ns

 ポート遅延時間（対DAKB↓）注1  tDDAP  60 ns

 CP0ハイ遅延時間（対DAKB↓）  tDCP0H  60 ns

 ポート・フロート時間（対DAKB↑）注1  tFDAP  60 ns

 CP0ロウ遅延時間（対DAKB↑）  tDCP0L 16 60 ns

 OBFBセット遅延時間（対WRB↑）  tDWOB  30 ns

 OBFBクリア遅延時間（対DAKB↓）  tDDAOB  60 ns

 IBFセット遅延時間（対STB↓）  tDSIB  30 ns

 IBFクリア遅延時間（対RDB↑）  tDRIB  20 ns

 INTセット遅延時間（対DAKB↑）  tDDAI  7 ns

 INTクリア遅延時間（対WRB↓）  tDWI  30 ns

 INTセット遅延時間（対STB↑）  tDSI  30 ns

 INTクリア遅延時間（対RDB↓）  tDRI  20 ns

 RESETパルス幅  tRESET2
注2 70  ns

注1. モード2 

 2. 動作中 

 

備考 伝達遅延時間の出力負荷条件は，ファンアウト1，配線長0 mmです。 

 

★ 
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5. 5 タイミング・チャート 
 

（1）モード0：入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ポートはPI07-PI00，またはPI17-PI10，またはPI27-PI20 

 

 

（2）モード0：出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ポートはPO07-PO00，またはPO17-PO10，またはPO27-PO20 

 

A0, A1, CSB

DO7-DO0

RDB

ポート注

tSAR

tSPR

Hi-Z Hi-Z

tHRP

tDRD tFRD

tRRL tHRA

 

A0, A1, CSB

DI7-DI0

WRB

ポート注

tSAW

tSDW tHWD

tDWP

tWWL tHWA
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（3）回復時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）モード1：入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 STBはPI22またはPI24 

  IBFはPO21またはPO25 

  ポートはPO07-PO00またはPO17-PO10 

  INTはPO20またはPO23 

 

tRV

RDB

WRB

tRV tRV

tRV

 

tSSL

tDSIB

STB注 

RDB

IBF注 

INT注 

ポート注 

tSPS tHSP

tDRIB

tDRI

tDSI
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（5）モード1：出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 INTはPO20またはPO23 

  OBFはPO21またはPO27 

  DAKはPI22またはPI26 

  ポートはPO07-PO00またはPO17-PO10 

 

WRB

DI7-DI0

ポート注 

INT注 

OBF注 

DAK注 

tDWI

tDWOB

tDDAOB

tDADAL

tDWP

tDDAI
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（6）モード2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

DI7-DI0

WRB

RDB

PI26

PI24

PO27

PO25

ポート  

P0C

D0-D7  

PO20

tDADAL

tSSL

tDWOB

tDDAOB

tDDAP

tSPS tHSP tFDAP

tDCP0H tDCP0L

tDSIB

tDRIB

DO7-DO0

PI07-PI00 PO07-PO00

NA55A   →CPU

Peripheral→NA55A NA55A→Peripheral

CPU→   NA55A

Hi-Z Hi-Z

 

★ 
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第6章 NA59Aマクロ 

第6章では，NA59Aの機能について説明しています。 
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 Block Type Function 

NA59A Interrupt Control Unit 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 先頭に“TBI”がついている入力信号はテスト端子です。 

使用セル数（構成） 2349（87×27） 

メガマクロ・テスト・パターン長 7334 

・  PD71059と機能コンパチブル 
　（一部μPD71059と異なる点がありま
　す。詳細は6.6　NA59Aと　PD71059の
　相違点をお読みください。） 
・最高動作周波数　33 MHz相当

特　徴

・WRB, RDB, INTAKB, INTP7-INTP0, 
  RSTにはスパイクが入力されない 
  ようにしてください。

注意事項

注1.　DO7-DO0の出力制御信号
　2.　SAO2-SAO0の出力制御信号
　3.　SVOの出力制御信号
　4.　メガマクロ前後段試験時のCSB, WRB, RDB, 
　　　A0, INTP7-INTP3のスルー・パス専用出力端子

μ

NA59A

DI0
TBI0

DI1
TBI1

DI2
TBI2

DI3
TBI3

DI4
TBI4

DI5
TBI5

DI6
TBI6

DI7
TBI7
SAI0
TBI8
SAI1
TBI9
SAI2

TBI10
SVB

TBI11
CSB

TBI12
WRB

TBI13
RDB

TBI14
A0

TBI15
INTAKB

TBI16
INTP0
TBI17
INTP1
TBI18
INTP2
TBI19
INTP3
TBI20
INTP4
TBI21
INTP5
TBI22
INTP6
TBI23
INTP7
TBI24

IRL0
TBI25

IRL1
TBI26

IRL2
TBI27

IRL3
TBI28

IRL4
TBI29

IRL5
TBI30

IRL6
TBI31

IRL7
TBI32

INTCON
TBI33
TEST

RST
CSD
CSE

TTHR

DO0
DO1
DO2
DO3
DO4
DO5
DO6
DO7
SAO0
SAO1
SAO2
SVO
INTR
CDB　注１
CSA　注２
CSV　注３
ESLC0
ESLC1
ESLC2
ESLC3
ESLC4
ESLC5
ESCL6
ESLC7
INTO0
INTO1
INTO2
INTO3
INTO4
INTO5
INTO6
INTO7
THRCSB
THRWRB
THRRDB
THRA0
THRINTP3
THRINTP4
THRINTP5
THRINTP6
THRINTP7

注４ 

μ 
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6. 1 NA59A端子説明 

 
端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

DI0 I データ・バス入力信号（LSB）  TBI0 1.9 L424 

DI1 I データ・バス入力信号  TBI1 1.1 L424 

DI2 I データ・バス入力信号  TBI2 1.7 L424 

DI3 I データ・バス入力信号  TBI3 2.6 L424 

DI4 I データ・バス入力信号  TBI4 1.1 L424 

DI5 I データ・バス入力信号  TBI5 1.5 L424 

DI6 I データ・バス入力信号  TBI6 1.3 L424 

DI7 I データ・バス入力信号（MSB）  TBI7 1.6 L424 

SAI0 I スレーブ・アドレス（LSB）  TBI8 1.7 L424 

SAI1 I スレーブ・アドレス  TBI9 1.3 L424 

SAI2 I スレーブ・アドレス（MSB）  TBI10 1.7 L424 

SVB I スレーブ入力信号 Low TBI11 2.0 L424 

CSB I チップ・セレクト信号 Low TBI12 1.4 L424 

WRB I ライト信号 Low TBI13 1.5 L424 

RDB I リード信号 Low TBI14 1.7 L424 

A0 I RD/WR時にコマンド，データを指定  TBI15 1.1 L424 

INTAKB I 割り込み承認信号 Low TBI16 1.5 L424 

INTP0 I 割り込み要求入力信号（0 bit）  TBI17 1.1 L424 

INTP1 I 割り込み要求入力信号（1 bit）  TBI18 1.1 L424 

INTP2 I 割り込み要求入力信号（2 bit）  TBI19 1.1 L424 

INTP3 I 割り込み要求入力信号（3 bit）  TBI20 1.5 L424 

INTP4 I 割り込み要求入力信号（4 bit）  TBI21 1.1 L424 

INTP5 I 割り込み要求入力信号（5 bit）  TBI22 1.5 L424 

INTP6 I 割り込み要求入力信号（6 bit）  TBI23 2.0 L424 

INTP7 I 割り込み要求入力信号（7 bit）  TBI24 1.7 L424 

IRL0 I レベル・エッジ選択信号（0 bit）H = trig  TBI25 1.1 L424 

IRL1 I レベル・エッジ選択信号（1 bit）H = trig  TBI26 1.5 L424 

IRL2 I レベル・エッジ選択信号（2 bit）H = trig  TBI27 1.5 L424 

IRL3 I レベル・エッジ選択信号（3 bit）H = trig  TBI28 1.1 L424 

IRL4 I レベル・エッジ選択信号（4 bit）H = trig  TBI29 1.1 L424 

IRL5 I レベル・エッジ選択信号（5 bit）H = trig  TBI30 1.9 L424 

IRL6 I レベル・エッジ選択信号（6 bit）H = trig  TBI31 1.4 L424 

IRL7 I レベル・エッジ選択信号（7 bit）H = trig  TBI32 1.1 L424 

INTCON I INT出力切り替え  TBI33 1.7 L424 

TEST I テスト／通常モード切り替え 

“H”：通常モード 

“L”：テスト・モード 

 － 2.7 L101 

CSD I 3ステート出力コントロール  － 5.0 F112 

RST I OSV, CSA, CSVの値を確定させる High － 2.3 L212 

CSE I 3ステート出力コントロール  － 1.4 L111 
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端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

TTHR I スルー・パス／通常モード切り替え信号

“H”：スルー・パス・モード 

“L”：通常モード 

 － 2.5 F111 

DO0 O データ・バス出力信号（LSB）  － 30.0 F531 

DO1 O データ・バス出力信号  － 30.0 F531 

DO2 O データ・バス出力信号  － 31.0 F531 

DO3 O データ・バス出力信号  － 31.0 F531 

DO4 O データ・バス出力信号  － 30.0 F531 

DO5 O データ・バス出力信号  － 30.0 F531 

DO6 O データ・バス出力信号  － 31.0 F531 

DO7 O データ・バス出力信号（MSB）  － 31.0 F531 

SAO0 O スレーブ・アドレス出力信号（LSB）  － 32.0 F531 

SAO1 O スレーブ・アドレス出力信号  － 32.0 F531 

SAO2 O スレーブ・アドレス出力信号（MSB）  － 32.0 F531 

SVO O スレーブ出力イネーブル  － 30.0 F531 

INTR O 割り込み要求信号  － 32.0 F101 

CDB O DO7-DO0の出力制御信号  － 33.0 F101 

CSA O SAO2-SAO0の出力制御信号  － 31.0 F111 

CSV O SVOの出力制御信号  － 31.0 F111 

ESLC0 O 割り込みリセット出力0（H = RESET）  － 34.0 F101 

ESLC1 O 割り込みリセット出力1（H = RESET）  － 33.0 F101 

ESLC2 O 割り込みリセット出力2（H = RESET）  － 33.0 F101 

ESLC3 O 割り込みリセット出力3（H = RESET）  － 33.0 F101 

ESLC4 O 割り込みリセット出力4（H = RESET）  － 33.0 F101 

ESLC5 O 割り込みリセット出力5（H = RESET）  － 33.0 F101 

ESLC6 O 割り込みリセット出力6（H = RESET）  － 33.0 F101 

ESLC7 O 割り込みリセット出力7（H = RESET）  － 34.0 F101 

INTO0 O 割り込み出力0（H = 割り込み）  － 33.0 F101 

INTO1 O 割り込み出力1（H = 割り込み）  － 30.0 F101 

INTO2 O 割り込み出力2（H = 割り込み）  － 33.0 F101 

INTO3 O 割り込み出力3（H = 割り込み）  － 32.0 F101 

INTO4 O 割り込み出力4（H = 割り込み）  － 33.0 F101 

INTO5 O 割り込み出力5（H = 割り込み）  － 34.0 F101 

INTO6 O 割り込み出力6（H = 割り込み）  － 34.0 F101 

INTO7 O 割り込み出力7（H = 割り込み）  － 33.0 F101 

THRCSB O スルー・パス出力端子  － 30.0 F312 

THRWRB O スルー・パス出力端子  － 33.0 F312 

THRRDB O スルー・パス出力端子  － 31.0 F312 

THRA0 O スルー・パス出力端子  － 32.0 F312 

THRINTP3 O スルー・パス出力端子  － 32.0 F312 

THRINTP4 O スルー・パス出力端子  － 33.0 F312 

THRINTP5 O スルー・パス出力端子  － 34.0 F312 

THRINTP6 O スルー・パス出力端子  － 33.0 F312 

THRINTP7 O スルー・パス出力端子  － 32.0 F312 
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端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

TBI0 I テスト入力   1.9 L424 

TBI1 I テスト入力   1.1 L424 

TBI2 I テスト入力   1.9 L424 

TBI3 I テスト入力   2.7 L424 

TBI4 I テスト入力   1.2 L424 

TBI5 I テスト入力   1.6 L424 

TBI6 I テスト入力   1.3 L424 

TBI7 I テスト入力   1.6 L424 

TBI8 I テスト入力   1.7 L424 

TBI9 I テスト入力   1.3 L424 

TBI10 I テスト入力   1.7 L424 

TBI11 I テスト入力   2.1 L424 

TBI12 I テスト入力   1.4 L424 

TBI13 I テスト入力   1.5 L424 

TBI14 I テスト入力   1.7 L424 

TBI15 I テスト入力   1.1 L424 

TBI16 I テスト入力   1.5 L424 

TBI17 I テスト入力   1.1 L424 

TBI18 I テスト入力   1.2 L424 

TBI19 I テスト入力   1.3 L424 

TBI20 I テスト入力   1.5 L424 

TBI21 I テスト入力   1.1 L424 

TBI22 I テスト入力   1.6 L424 

TBI23 I テスト入力   1.9 L424 

TBI24 I テスト入力   1.7 L424 

TBI25 I テスト入力   1.1 L424 

TBI26 I テスト入力   1.4 L424 

TBI27 I テスト入力   1.5 L424 

TBI28 I テスト入力   1.3 L424 

TBI29 I テスト入力   1.1 L424 

TBI30 I テスト入力   1.8 L424 

TBI31 I テスト入力   1.3 L424 

TBI32 I テスト入力   1.1 L424 

TBI33 I テスト入力   1.6 L424 

備考 I ：入力端子 

   O ：出力端子 

 



第6章 NA59Aマクロ 

 104 設計マニュアル  A14759JJ4V0DM 

備考1. TBIxは，テスト用の入力端子です。TEST入力をロウ・レベルにすることにより，TBIxより入力信号を入れ

ることができます。テスト・モード時に，ゲートアレイ外部より直接メガマクロに信号が入力できるように

接続してください。ここでいう直接とは入力された信号が反転したり，間にフリップフロップのような順序

回路が入らない回路構成を指します。 

 
TEST 入力端子 

1 通常端子
注 

0 TBIx 

注 通常モード時，テスト用入 

  力端子には0か1の確定値を 

  入力してください（0と1が 

  混在していても構いません）。 

 

2. CSE入力，CSD入力の機能 

CSE入力：“1”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオン（ハイまたはロウ・レベル）にし

ます。 

CSD入力：CSE =“0”のとき，“0”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオフ（ハイ・イン

ピーダンス；Hi-Z）にします。 

また，“1”を入力することにより，メガマクロ内部の制御信号で3ステートの出力をオン，オ

フにします（通常動作）。 

CSE CSD 出力端子の状態 3ステート出力端子の状態注 

0 0 通常動作 Hi-Z 

0 1 通常動作 通常動作 

1 － 通常動作 Hi-Zは出力されない 

注 3ステート端子は，DO7-DO0, SAO2-SAO0, SVOです。 

 

3. CSE =“0”のとき，3ステート出力バッファのHi-Z状態は，対応する出力制御信号の出力値をモニタするこ

とにより確認できます。 

 
“Hi-Z”になっている端子 対応する出力制御信号と出力 

DO7-DO0 CDB 0 

SAO2-SAO0 CSA 0 

SVO CSV 0 

 

CSE =“1”のときは，3ステート出力制御信号に左右されません（3ステート出力は，“Hi-Z”ではありま

せん）。 

 

4. CSE, CSDはクランプにより固定できますが，CSDをクランプする場合，“1”固定としてください。 
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備考5. TTHR, CSE, CSDの組み合わせによる出力端子の動作状態 

 
TTHR端子 CSE端子 CSD端子 3ステート出力端子

（DOx） 

3ステート制御端子

（CDB（SD）） 

そのほかの端子 スルー・パス専用端子

（出力THRxxx） 

0 Hi-Z 0 0 

1 通常動作 通常動作 

0 0 

0 

1 

1 

Hi-Z出力されない

通常動作 

通常動作 0 

0 Hi-Z 0 

1 

1 

1 × 

スルー・パス 

スルー・パス スルー・パス スルー・パス 

 

6. スルー・パス・テスト時の入出力端子対応表 

TTHR =“1”のとき，メガマクロ出力端子に対応する入力端子は，下表のとおりです。 

 
出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 

 TEST = 1 TEST = 0  TEST = 1 TEST = 0 

DO0 DI0 TBI0 CDB INTP0 TBI17 

DO1 DI1 TBI1 CSA INTP1 TBI18 

DO2 DI2 TBI2 CSV INTP2 TBI19 

DO3 DI3 TBI3 THRCSB CSB TBI12 

DO4 DI4 TBI4 THRWRB WRB TBI13 

DO5 DI5 TBI5 THRRDB RDB TBI14 

DO6 DI6 TBI6 THRA0 A0 TBI15 

DO7 DI7 TBI7 THRINTP3 INTP3 TBI20 

SAO0 SAI0 TBI8 THRINTP4 INTP4 TBI21 

SAO1 SAI1 TBI9 THRINTP5 INTP5 TBI22 

SAO2 SAI2 TBI10 THRINTP6 INTP6 TBI23 

SVO SVB TBI11 THRINTP7 INTP7 TBI24 

INTR INTAKB TBI16    

 

TTHR =“1”かつCSE =“0”のとき全3ステートの制御（スルー・パス／ハイ・インピーダンスの切り替え）

はCSDで行います。 
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6. 2 NA59A初期化パターン 
 

シミュレーション開始時にはメガマクロ内部の状態は不定です。したがって，シミュレーション時には最初に

次の初期化パターンを入力し，内部の状態を決定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 関連資料が入手できない場合は，弊社までお問い合わせください。 

2 3 4 5 6 7 8 9 101

WRB

RDB

CSB

A0

DI7-DI0

SAI2-SAI0

SVB 

INTP7-INTP0

TEST

CSD

RST

36H 68H

必要パターン

00H00H

FFH

 初期化パターンの一例

初期化は必ず２パターン目
までこのパターンを入力し
てください。
この初期化パターンによっ
てNA59AはCALLモード，
エッジ・トリガ・モード，
アドレス・ギャップ4 byte，
シングル・モードになりま
す。
ベクタ・モードや拡張モー
ドなどを使用する場合は，
３パターン目以降をその使
用するモードに設定してく
ださい。
モード設定の仕方は，
　PD71059データ・シート
（U11932J）注の4. 1　イ
ニシャライズ・ワードの図
4ー2　イニシャライズ・シ
ーケンスおよび図4ー3　イ
ニシャライズ・ワードのフ
ォーマットを参照してくだ
さい。

μ

 

★ 
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ほかの入力端子（通常入力，テスト入力）は，“0”または“1”を入力してください。 

 

モード設定後の出力端子の状態 

端子名 状  態 

DO7-DO0 Hi-Z 

CDB 0 

SAO2-SAO0 0（シングル・モードおよびマスタ・モード） 

Hi-Z（スレーブ・モード） 

CSA 1（シングル・モードおよびマスタ・モード） 

0（スレーブ・モード） 

SVO 1（バッファ・モード・マスタ） 

Hi-Z（バッファ・モード・スレーブおよび非バッファ・モード） 

CSV 1（バッファ・モード・マスタ） 

0（バッファ・モード・スレーブおよび非バッファ・モード） 

INTR 0 

 
注意1. RST端子について 

RST端子はNA59A固有の端子です。この端子により，電源投入直後のNA59Aの状態を標準品と

同じにします（SVB = 1の場合）。 

電源投入直後には，必ずこの端子に“1”の信号を10 ns以上入力し，イニシャライズ後に“0”

の信号を入力してください。 

この“1”の信号を印加することにより，出力信号は次のように確定されます。 

 SVO…Hi-Z 

 CSA…1 

 CSV…0 

ほかの内部レジスタは，初期化されません。 

2. 次の入力端子は，スパイクが入力されない回路構成にしてください。 

WRB, RDB, INTAKB, INTP7-INTP0, RST 

 

6. 3 遅延時間 
 

1. 2. 4 遅延時間を参照してください。 
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6. 4 AC特性（TA = －40～＋85 °C, VDD = 5 V±10 ％） 
 

（1）リード・タイミング 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス設定時間（対RDB↓）注  tSAR 1  ns

 アドレス保持時間（対RDB↑）注  tHRA 1  ns

 ロウ・レベルRDBパルス幅  tRRL 30  ns

 ハイ・レベルRDBパルス幅  tRRH 30  ns

 データ遅延時間（対CSB）  tDAD  30 ns

 データ遅延時間（対A0）  tDAD  20 ns

 データ遅延時間（対RDB↓）  tDRD  30 ns

 CDBハイ遅延時間（対RDB↓）  tCDHR  25 ns

 データ・フロート時間（対RDB↑）  tFRD 10 25 ns

 CDBロウ遅延時間（対RDB↑）  tCDLR  25 ns

 BUFR/Ｗ遅延時間（対RDB↓）  tDRBL  5 ns

 BUFR/Ｗ遅延時間（対RDB↑）  tDRBH  5 ns

 

（2）ライト・タイミング 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス設定時間（対WRB↓）注  tSAW 1  ns

 アドレス保持時間（対WRB↑）注  tHWA 1  ns

 ロウ・レベルWRBパルス幅  tWWL 30  ns

 ハイ・レベルWRBパルス幅  tWWH 30  ns

 データ設定時間（対WRB↑）  tSDW 3  ns

 データ保持時間（対WRB↑）  tHWD 0  ns

注 アドレスとはA0とCSBを意味します。 

 



第6章 NA59Aマクロ 

 109設計マニュアル  A14759JJ4V0DM 

（3）割り込みタイミング 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 INTPパルス幅注1  tIPIPL 10  ns

 SA設定時間（第2，3INTAKB↓）（スレーブ）  tSSIA 10  ns

 ロウ・レベルINTAKBパルス幅  tIAIAL 30  ns

 ハイ・レベルINTAKBパルス幅  tIAIAH 30  ns

 INT遅延時間（対INTP↑）  tDIPI  10 ns

 SA遅延時間（対第1INTAKB↓）（マスタ）  tDIAS  10 ns

 データ遅延時間（対INTAKB↓）  tDIAD  30 ns

 CDBハイ遅延時間（対INTAKB↓）  tCDHIA  30 ns

 データ・フロート時間（対INTAKB↑）  tFIAD 10 30 ns

 CDBロウ遅延時間（対INTAKB↑）  tCDLIA  25 ns

 データ遅延時間（対SA）（スレーブ）  tDSD  40 ns

 BUFR/W遅延時間（対INTAKB↓）  tDIABL  5 ns

 BUFR/W遅延時間（対INTAKB↑）  tDIABH  5 ns

 

（4）そのほかのタイミング 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 リード／ライト回復時間注2  tRV1 30  ns

 INTAKB回復時間注3  tRV2 30  ns

 INTAKB／コマンド回復時間注4  tRV3 30  ns

注1. エッジ・トリガ・モードにおいて，入力ラッチをクリアするために必要な時間です。 

2. リードからライト，またはライトからリードへ動作が移るときに必要な時間です。 

3. INTAKBシーケンスの最後のロウ・パルスから，次のINTAKBシーケンスへ移るときに必要な時間です。 

4. INTAKBからコマンド（リード／ライト），またはコマンドからINTAKBへ，動作が移るときに必要な時

間です。 

 

備考 伝達遅延時間の出力負荷条件は，ファンアウト1，配線長0 mmです。 
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6. 5 タイミング・チャート 
 

（1）リード・サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）ライト・サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

tSAR

tDAD

tCDHR tCDLR

Hi-ZHi-Z

tRRL

tDRD tFRD

tHRA

A0, CSB

RDB

CDB

DO7-DO0

 

tSAW tWWL

tHWDtSDW

tHWA

A0, CSB

WRB

DI7-DI0
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（3）INTAKBシーケンス（CALLモード）タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 シングル・モードでもSAO2-SAO0は出力されますが，意味を持ちません。 

 

tIPIPL

tDIPI

tIAIAL

INTP7-INTP0

DO7-DO0

DO7-DO0

DO7-DO0

SAO2-SAO0

SAO2-SAO0

SAO2-SAO0

INTR

INTAKB

CDB

CDB

CDB

Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z

Hi-Z Hi-Z

Hi-Z Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

tDRD

tCDHIA

tFIAD

tDIAD

tDIAS

tSSIA

tCDLIA

tDSD tDIAD

tCDHIA tCDLIA

tFIAD

tCDHIA

tFRD

tCDLIA

注
シ
ン
グ
ル
・
モ
ー
ド

マ
ス
タ
・
モ
ー
ド

ス
レ
ー
ブ
・
モ
ー
ド
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（4）INTAKBシーケンス（ベクタ・モード）タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 シングル・モードでもSAO2-SAO0は出力されますが，意味を持ちません。 

 

備考 INTP入力は，少なくとも最初のINTAKBパルスの立ち下がりまでは，ハイ・レベルを保ってくだ

さい。 

 

tIPIPL

tDIPI

tIAIAL

INTP7-INTP0

DO7-DO0

DO7-DO0

DO7-DO0

SAO2-SAO0

SAO2-SAO0

SAO2-SAO0

INTR

INTAKB

CDB

CDB

CDB

Hi-Z Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

tDIAD

tCDHIA

tDIAS

tSSIA

tDSD
tFIAD

tCDLIA
tCDHIA

tDIAD

tFIAD

tCDLIA

シ
ン
グ
ル
・
モ
ー
ド

マ
ス
タ
・
モ
ー
ド

ス
レ
ー
ブ
・
モ
ー
ド

注
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（5）そのほかのタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

tDRBL

RDB

RDB

WRB

SVO

INTAKB

INTAKB

RDB/WRB
or

INTAKB

INTAKB
or

RDB/WRB

tDRBH

tDIABHtDIABL

tRRH

tRV1 tRV1

tRV2tIAIAH

INTAKBシーケンス

tRV3

tRV1

tWWH

次のINTAKBシーケンス
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6. 6 NA59Aとμ PD71059の相違点 
 

・割り込み要求信号のレベル・トリガ／エッジ・トリガ切り替えを独立して設定可能 

・INTR信号がハイ・レベル出力中に，WRBをロウ・レベルに変化させてもINTR信号が変化しないように設定

可能 

・割り込み要求信号を独立して出力可能 

・割り込み要求信号に対して独立してリセット信号を発行可能 

・3ステート信号，出力信号のコントロール端子の追加 

・テスト端子の追加（TBI33-TBI0, TEST，スルー・パス・テスト端子） 

・DC特性，AC特性，端子容量 

 

なお，上記内容以外のマクロの動作は，μ PD71059とほぼ同様ですので，動作の詳細についてはμ PD71059 ユ

ーザーズ・マニュアル（U13042J），μ PD71059 データ・シート（U11932J）を参照してください 注。 

 

注 関連資料が入手できない場合は，弊社までお問い合わせください。 

 

6. 7 回路設計時の注意点 
 

6. 7. 1 μ PD71059と同様に使用する場合 
 

（1）INTP7-INTP0 

μ PD71059のINTP7-INTP0にはプルアップ抵抗が内蔵されていますが，NA59Aではプルアップ抵抗を内

蔵していません。μPD71059とまったく同様に使用する際には，必要に応じてINTP7-INTP0にプルアップ抵

抗付きの入力バッファを接続してください。 

 

（2）IRL7-IRL0, INTCON 

すべてロウ・クランプにしてください。 

 

（3）INTO7-INTO0, ESLC7-ESLC0 

すべてオープンにしてください。ただし，ほかの出力端子と同様にメガマクロ単体テストに使用します

のでテスト端子として出力してください。 

 

（4）SAI2-SAI0, SAO2-SAO0, CSA 

双方向バッファを使用し，CSAで出力をコントロールしてください。 

 

（5）SVB, SVO, CSV 

双方向バッファを使用し，CSVで出力をコントロールしてください。 

 

★ 
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6. 7. 2 IRL7-IRL0の使用方法 
μ PD71059では，IW1によってINTP7-INTP0の入力トリガを切り替えることが可能でしたが，8本すべて同じ

トリガしか選択できません。NA59Aは，IRLxを“H”にすると対応するINTPxをレベル・トリガ・モードに，そ

れぞれ独立して設定できます。またIRLxを“L”にすると対応するINTPxはエッジ・トリガ・モードになります。 

ただし，IW1のD3を“H”に設定した場合，IRL7-IRL0のレベルに関係なくINTP7-INTP0はすべてレベル・ト

リガ・モードになります。 

 

備考 xは0, 1…, 7 

 
6. 7. 3 INTCONの使用方法 

μ PD71059では，INTR出力がハイ・レベルの状態でμ PD71059への書き込み動作を行うと，WRBがロウ・レ

ベルの期間，INTR出力がロウ・レベルになります。NA59Aは，INTCONをあらかじめハイ・レベルに設定して

おくことにより，INTR出力がハイ・レベルの状態でNA59Aに書き込み動作を行っても，WRBがロウ・レベルの

期間もINTR出力をハイ・レベルに保持させることが可能です。 

 

図6－1 INTCONとINTR, WRBの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 エッジ・トリガ・モードに設定しているNA59A（μ PD71059）のINTPにINTRを接続している場合，

またはエッジ検出しているCPUに接続した場合，割り込み検出漏れ対策をとることができます。こ

れはFIコマンド発行またはノー・オペレーション書き込みをして，WRBのロウ・レベル期間にINTR

がロウ・レベルになる性質を利用したものです。 

INTCONをハイ・レベルに設定した場合にはこのような性質を利用できませんので，レベル・トリガ・

モードを使用するなどの対策をとってください。 

 
6. 7. 4 INTO7-INTO0の使用方法 

INTR出力の要因となった入力ごとに個別に出力する信号です。INTP0はINTO0, INTP1はINTO1,…INTP7は

INTO7にそれぞれ対応します。 

 
6. 7. 5 ESLC7-ESLC0の使用方法 

ISR（イン・サービス・レジスタ）をクリアする際にアクティブになる信号（アクティブ・ハイ）です。この

信号はクリアされる割り込み信号ごとに出力します。 

 

 

INTCON =“H”のとき 

INTCON =“L”のとき 

INTR

WRB
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第7章 NA16550Aマクロ 

第7章では，NA16550Aの機能について説明しています。 
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Block Type Function 

NA16550A UART＋FIFO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 先頭に“TBI”がついている入力信号はテスト端子です。 

使用セル数 8528（164×52） 

メガマクロ・テスト・パターン長 14889 

・PC16550Dと機能コンパチブル 
・最高動作周波数　33 MHz相当

特　徴

SIN, XIN, RCLK, ADSB, RIB, DCDB, 
DSRB, CTSB, WRB, RDB, CSB, RST, 
TESTB, CSD, CSE, TTHR, TBI28-TBI11
にはスパイクが入力されないようにし
てください。

注意事項

注1.　DO7-DO0の出力制御信号
　2.　メガマクロ前後段試験時のRDB, CSB, RSTの 
　　　スルー・パス出力端子
　3.　スルー・パス／通常モード切り替え端子

NA16550A

DI0
TBI0
DI1

TBI1
DI2

TBI2
DI3

TBI3
DI4

TBI4
DI5

TBI5
DI6

TBI6
DI7

TBI7
A2

TBI8
A1

TBI9
A0

TBI10
SIN

TBI11
XIN

TBI12
RCLK
TBI13
ADSB
TBI14
DCDB
TBI15

RIB
TBI16
DSRB
TBI17
CTSB
TBI18
WRB

TBI19
RDB

TBI20
CSB

TBI21
RST

TBI22
TESTB

CSD
CSE

注３　TTHR
TBI23
TBI24
TBI25
TBI26
TBI27
TBI28

DO0
DO1
DO2
DO3
DO4
DO5
DO6
DO7
CDB　注１
CSOUT
DDIS
INTRP
BAUDOUTB
DTRB
OUT1B
OUT2B
RTSB
SOUT
TXRDYB
RXRDYB
THRRDB
THRCSB　注２
THRRST
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7. 1 NA16550A端子説明 
 
端子名

注1 I/O 機  能
注2 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子
注1

ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

DI0 I データ・バス入力信号（LSB）  TBI0 1.3 L424 

DI1 I データ・バス入力信号  TBI1 1.4 L424 

DI2 I データ・バス入力信号  TBI2 1.6 L424 

DI3 I データ・バス入力信号  TBI3 1.3 L424 

DI4 I データ・バス入力信号  TBI4 2.1 L424 

DI5 I データ・バス入力信号  TBI5 1.5 L424 

DI6 I データ・バス入力信号  TBI6 1.5 L424 

DI7 I データ・バス入力信号（MSB）  TBI7 1.1 L424 

A2 I アドレス信号 

（内部レジスタのアクセスに使用） 

 TBI8 1.6 L424 

A1 I アドレス信号 

（内部レジスタのアクセスに使用） 

 TBI9 2.0 L424 

A0 I アドレス信号 

（内部レジスタのアクセスに使用） 

 TBI10 1.1 L424 

SIN I シリアル・データ入力  TBI11 1.4 L111 

XIN I システム・クロック入力  TBI12 2.3 L111 

RCLK I 受信レート決定基準クロック入力  TBI13 4.8 L111 

ADSB I アドレス信号，チップ・セレクト信号

をラッチするためのストローブ信号を

入力 

Low TBI14 1.7 L111 

DCDB I 汎用入力端子 Data Carrier Detect Low TBI15 1.5 L111 

RIB注3 I 汎用入力端子 Ring indicator Low TBI16 1.4 L111 

DSRB I 汎用入力端子 Data Set Ready Low TBI17 1.6 L111 

CTSB I 汎用入力端子 Clear To Send Low TBI18 1.3 L111 

WRB I ライト信号 Low TBI19 1.3 L111 

RDB I リード信号 Low TBI20 1.1 L111 

CSB I チップ・セレクト信号 Low TBI21 1.4 L111 

RST I リセット信号 High TBI22 3.1 L111 

TESTB I テスト／通常モード切り替え 

“H”：通常モード 

“L”：テスト・モード 

 － 2.0 L101 

CSD  3ステート出力コントロール  － 5.1 L101 

CSE I 3ステート出力コントロール  － 3.9 L101 

TTHR I スルー・パス／通常モード切り替え信号

“H”：スルー・パス・モード 

“L”：通常モード 

 － 3.2 L101 

DO0 O データ・バス出力信号（LSB）  － 34.0 F531 

DO1 O データ・バス出力信号  － 34.0 F531 

DO2 O データ・バス出力信号  － 34.0 F531 

DO3 O データ・バス出力信号  － 34.0 F531 

DO4 O データ・バス出力信号  － 34.0 F531 

DO5 O データ・バス出力信号  － 33.0 F531 
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端子名 I/O 機  能
注2 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

DO6 O データ・バス出力信号  － 33.0 F531 

DO7 O データ・バス出力信号（MSB）  － 33.0 F531 

CDB O データ・バスのイネーブル信号 

0：ハイ・インピーダンス強制出力 

1：通常3ステート動作 

 － 31.0 F101 

CSOUT O チップ・セレクト状態を示す信号 High － 30.0 F101 

DDIS O Driver Disable Low － 28.0 F101 

INTRP O 割り込み状態を示す信号 High － 32.0 F101 

BAUDOUTB O ボー・レート・ジェネレータからの 

出力クロック 

 － 26.0 F101 

DTRB O 汎用入力端子 Data Terminal Ready Low － 33.0 F101 

OUT1B O 汎用入力端子 Output1 Low － 31.0 F101 

OUT2B O 汎用入力端子 Output2 Low － 33.0 F101 

RTSB O 汎用入力端子 Request To Send Low － 32.0 F101 

SOUT O シリアル・データ出力  － 34.0 F101 

TXRDYB O 送信レディ信号 Low － 34.0 F101 

RXRDYB O 受信レディ信号 Low － 34.0 F101 

THRRDB O スルー・パス出力テスト端子 

（RDB信号） 

 － 34.0 F101 

THRCSB O スルー・パス出力テスト端子 

（CSB信号） 

 － 30.0 F101 

THRRST O スルー・パス出力テスト端子 

（RST信号） 

 － 34.0 F101 

TBI0 I テスト入力  － 1.2 L424 

TBI1 I テスト入力  － 1.6 L424 

TBI2 I テスト入力  － 1.6 L424 

TBI3 I テスト入力  － 1.2 L424 

TBI4 I テスト入力  － 1.9 L424 

TBI5 I テスト入力  － 1.8 L424 

TBI6 I テスト入力  － 1.5 L424 

TBI7 I テスト入力  － 1.2 L424 

TBI8 I テスト入力  － 1.8 L424 

TBI9 I テスト入力  － 1.9 L424 

TBI10 I テスト入力  － 1.1 L424 

TBI11 I テスト入力  － 1.2 L111 

TBI12 I テスト入力  － 2.0 L111 

TBI13 I テスト入力  － 4.7 L111 

TBI14 I テスト入力  － 2.7 L111 

TBI15 I テスト入力  － 1.5 L111 

TBI16 I テスト入力  － 1.6 L111 

TBI17 I テスト入力  － 1.6 L111 

TBI18 I テスト入力  － 1.3 L111 

TBI19 I テスト入力  － 1.3 L111 

TBI20 I テスト入力  － 1.5 L111 
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端子名 I/O 機  能 アクティブ・レ

ベル 

テスト端子 ファンイン／

ファンアウト 

ブロック名

TBI21 I テスト入力  － 1.3 L111 

TBI22 I テスト入力  －   

TBI23 I テスト・モード端子  －   

TBI24 I テスト・モード端子  －   

TBI25 I テスト・モード端子  －   

TBI26 I テスト・モード端子  －   

TBI27 I テスト・モード端子  －   

TBI28 I テスト・モード端子  －   

注1. 同じ行に記述されている（通常）端子とテスト端子は同じ機能を持っています。 

2. クロック端子（“クロック”という記述のある信号）は，双方向端子を使用せずに入力端子から供給してく

ださい。 

3. RIB端子を使用しない場合は，“H”または“L”にクランプしてください。 

RIB端子を使用する場合は，以下のタイミングを満たすようにしてください。 

 
項  目 略号 最小値 単位 

RIB立ち上がり設定時間（対RDB↓） tSRIB 5.0 ns 

RIB立ち上がり保持時間（対RDB↑） tHRIB 5.0 ns 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 RDBは，モデム・ステータス・レジスタ（MSR A = 6）リード時のタイミングです。 

 

備考 I ：入力端子 

   O ：出力端子 

 

tSRIB tHRIBRIB変化禁止 

RIB

RDB注 
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備考1. TBIxは，テスト用の入力端子です。TESTB入力をロウ・レベルにすることにより，TBIxより入力信号を入

れることができます。テスト・モード時に，ゲートアレイ外部より直接メガマクロに信号が入力できるよ

うに接続してください。ここでいう直接とは入力された信号が反転したり，間にフリップフロップのよう

な順序回路が入らない回路構成を指します。 

 
TESTB 入力端子 

1 通常端子
注 

0 TBIx 

注 通常モード時，テスト用入 

  力端子には0か1の確定値を 

  入力してください（0と1が 

  混在していても構いません）。 

 

2. CSE入力，CSD入力の機能 

CSE入力：“1”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオン（ハイまたはロウ・レベル）にし

ます。 

CSD入力：CSE =“0”のとき，“0”を入力することにより，3ステートの出力すべてをオフ（ハイ・イン

ピーダンス；Hi-Z）にします。 

また，“1”を入力することにより，メガマクロ内部の制御信号で3ステートの出力をオン，オ

フにします（通常動作）。 

CSE CSD 出力端子の状態 3ステート出力端子の状態注 

0 0 通常動作 Hi-Z 

0 1 通常動作 通常動作 

1 － 通常動作 Hi-Zは出力されない 

注 3ステート端子は，DO7-DO0です。 

 

3. CSE =“0”のとき，3ステート出力バッファのHi-Z状態は，対応する出力信号の出力値をモニタすることに

より確認できます。 

 
“Hi-Z”になっている端子 対応する出力制御信号と出力 

DO7-DO0 CDB 0 

 

CSE =“1”のときは，3ステート出力制御信号に左右されません（3ステート出力は，“Hi-Z”ではありま

せん）。 

 

4. CSE, CSDはクランプにより固定できますが，CSDをクランプする場合，“1”固定としてください。 

 



第7章 NA16550Aマクロ 

 122 設計マニュアル  A14759JJ4V0DM 

備考5. TTHR, CSE, CSDの組み合わせによる出力端子の動作状態 

 
TTHR端子 CSE端子 CSD端子 3ステート出力端子

（DOx） 

3ステート制御端子

（CDB） 

そのほかの端子 スルー・パス専用端子

（出力THRxxx） 

0 Hi-Z 0 0 

1 通常動作 通常動作 

0 Hi-Z出力されない 0 

0 

1 

1  通常動作 

通常動作 0 

0 Hi-Z 0 

1 

1 

1 × 

スルー・パス 

スルー・パス スルー・パス スルー・パス 

 

6. スルー・パス・テスト時の入出力端子対応表 

TTHR =“1”のとき，メガマクロ出力端子に対応する入力端子は，下表のとおりです。 

 
出力端子 スルー・パス対応端子 出力端子 スルー・パス対応端子 

 TESTB = 1 TESTB = 0  TESTB = 1 TESTB = 0 

DO0 DI0 TBI0 BAUDOUTB XIN TBI12 

DO1 DI1 TBI1 DTRB RCLK TBI13 

DO2 DI2 TBI2 OUT1B ADSB TBI14 

DO3 DI3 TBI3 OUT2B DCDB TBI15 

DO4 DI4 TBI4 RTSB RIB TBI16 

DO5 DI5 TBI5 SOUT DSRB TBI17 

DO6 DI6 TBI6 TXRDYB CTSB TBI18 

DO7 DI7 TBI7 RXRDYB WRB TBI19 

CDB A2 TBI8 THRRDB RDB TBI20 

CSOUT A1 TBI9 THRCSB CSB TBI21 

DDIS A0 TBI10 THRRST RST TBI22 

INTRP SIN TBI11    

 

 TTHR =“1”かつCSE =“0”のとき全3ステートの制御（スルー・パス／ハイ・インピーダンスの切り替え）

はCSDで行います。 
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7. 2 NA16550Aの初期化およびパターン作成時の注意 
 

NA16550Aの初期化は次のように行います。 

 

図7－1 初期化パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1. 使用する分周比下位バイト 

 2. 使用する分周比上位バイト 

 3. シミュレーション上，ループ回路の値を確定させるために必要な時間です。 

 

注意1. 他の入力端子（通常入力，テスト入力）は，“0”または“1”を入力してください。“X”が入力さ

れないように注意してください。 

  2. 注1，注2には分周比を入力し，分周比設定後には必ずリセットしてください。 

 

80DI7-DI0

A2-A0

XIN

WRB

CSB

RST

ADSB

DCDB

RIB

DSRB

CTSB

RDB

SIN

TESTB

注1 49 18

3 0 201 3 0

00注2

注3

55 00

30 ns以上 30 ns以上 30 ns以上 30 ns以上

tMR（ns）以上 tMR（ns）以上

30 ns以上 60 ns以上

“L”

“H”

“H”

“H”

“H”

“H”

“H”

“H”

 

★ 

★ 

★ 
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7. 2. 1 初期化後の出力端子の状態 
初期化が終了すると，出力端子の状態は次のようになります。 

 

表7－1 初期化後の出力端子の状態 

出力端子名 状  態 

DO7-DO0 CSE = 0時：Hi-Z 

CSE = 1時：Low level 

CDB Low level 

CSOUT Low level 

DDIS High level 

INTRP Low level 

BAUDOUTB 基準クロック（XIN）の周波数をボー・レート・ジェネレータ除数ラッチで

指定される値で割ったクロック。 

DTRB High level 

OUT1B High level 

OUT2B High level 

RTSB High level 

SOUT High level 

TXRDYB Low level 

RXRDYB High level 
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7. 2. 2 リセット後のディフォールト値 
NA16550Aをリセットすると各レジスタ，各出力信号（汎用出力信号，シリアル・データ出力信号）は次のよ

うなディフォールト値（初期値）になります。 

 

表7－2 レジスタのディフォールト値 

レジスタ ディフォールト値 

MSB LSB 

IER 00000000 

IIR 00000001 

FCR 00000000 

LCR 00000000 

MCR 00000000 

LSR 01100000 

MSR 00000000 

 
表7－3 出力信号（汎用出力信号，シリアル・データ出力信号）のディフォールト値 

出力信号名 ディフォールト値 

SOUT 1 

DTRB 1 

OUT1B 1 

OUT2B 1 

RTSB 1 

 
7. 2. 3 パターン作成時の注意 
パターン作成時の注意事項を次に示します。 

①はシミュレーション，実デバイス共通の制限です。 

②～⑤はシミュレーション上の制限です。実デバイスの制限ではありません。 

 

① 次の入力端子は，スパイクが入力されない回路構成にしてください。 

 SIN, XIN, RCLK, ADSB, DCDB, RIB, DSRB, CTSB, WRB, RDB, CSB, RST, TESTB, CSD, CSE, TTHR, 

 TBI28-TBI11 

② 初期化終了後，デバイザ・ラッチの値は変更しないでください。 

③ XINの変化とRSTの変化が競合しないようにしてください。 

④ XINの立ち上がりとWRBの立ち上がりが競合しないようにしてください（XINの立ち下がりとWRBの立ち

 上がりが同期しているパターンを推奨します）。 

⑤ SINの変化とRCLKの立ち上がりが競合しないようにしてください（SINの変化がRCLKの立ち下がりに同

 期しているパターンを推奨します）。 

 

7. 3 遅延時間 
 

1. 2. 4 遅延時間を参照してください。 

 

★ 
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7. 4 AC特性（TA = －40～＋85 °C, VDD = 5 V±10 ％） 
 

（1）リード・サイクル，ライト・サイクルなど 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 アドレス・ストローブ（ADSB）パルス幅  tADS 10  ns

 アドレス（A2, A1, A0）保持時間（対ADSB↑）  tAH 2  ns

 アドレス（A2, A1, A0）設定時間（対RDB↓）  tAR 6  ns

 アドレス（A2, A1, A0）設定時間（対ADSB↑）  tAS 6  ns

 アドレス（A2, A1, A0）設定時間（対WRB↓）  tAW 6  ns

 チップ・セレクト（CSB）保持時間（対ADSB↑）  tCH 0  ns

 チップ・セレクト（CSB）設定時間（対ADSB↑）  tCS 5  ns

 チップ・セレクト（CSB）設定時間（対RDB↓）  tCSR 4  ns

 チップ・セレクト（CSB）設定時間（対WRB↓）  tCSW 4  ns

 データ保持時間（対WRB↑）  tDH 5  ns

 データ設定時間（対WRB↓）  tDS 3  ns

 データ・フロート遅延時間（対RDB↑）  tHZ  7 ns

 リセット・パルス・ハイ・レベル幅  tMR 200  ns

 アドレス（A2, A1, A0）保持時間（対RDB↑）  tRA 0  ns

 読み出しサイクル遅延時間  tRC1 14  ns

 読み出しサイクルADSB保持時間  tRC2 0  ns

 チップ・セレクト（CSB）保持時間（対RDB↑）  tRCS 0  ns

 RDBアクティブ・パルス幅  tRD 20  ns

 DDIS遅延時間（対RDB）  tRDD  5 ns

 データ遅延時間（対RDB↓）  tRVD  10 ns

 アドレス（A2, A1, A0）保持時間（対WRB↑）  tWA 0  ns

 書き込みサイクル遅延時間  tWC1 14  ns

 書き込みサイクルADSB保持時間  tWC2 0  ns

 チップ・セレクト（CSB）保持時間（対WRB↑）  tWCS 0  ns

 WRBアクティブ・パルス幅  tWR 20  ns

 クロック・パルス・ハイ・レベル幅  tXH 12  ns

 クロック・パルス・ロウ・レベル幅  tXL 12  ns

16450モード時 40  ns

RXRDYB未使用時 55  ns

 読み出しサイクル時間 

RXRDYB使用時 

 RC 

  

  70  ns

16450モード時 30  ns

TXRDYB未使用時 45  ns

 書き込みサイクル時間 

TXRDYB使用時 

 WC 

  

  60  ns

16450モード時 25  ns

RXRDYB, TXRDYB未使用時 40  ns

 読み出し／書き込み回復時間 

RXRDYB, TXRDYB使用時 

 tRV 

  

  55  ns
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（2）ボー・レート・ジェネレータ 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

 送信クロック分周比  N 1 216－1  

 送信クロック立ち上がり遅延時間（対XIN）  tBHD  7 ns

 送信クロック立ち下がり遅延時間（対XIN）  tBLD  7 ns

 送信クロック・パルス・ハイ・レベル幅注  tHW 125  ns

 送信クロック・パルス・ロウ・レベル幅注  tLW 125  ns

注 fX = 8.0 MHz, BAUDOUTB = XIN÷2 

 

（3）レシーバ，トランスミッタ 

項  目 略 号 MIN MAX 単位 

 割り込み解除時間（対RDB↑（LSRリード時）） tRINT  12 ns 

 割り込み解除時間（対RDB↓（RBRリード時）） tRINT  12 ns 

16450モード tRXI0  15 ns  RXRDYB解除時間 

 （対RDB↓（RBR）） FIFOモード tRXI1  35 ns 

 サンプル・クロック遅延時間（対RCLK） tSCD  13 ns 

 割り込み発生時間（対有効データ受信，受信エラー） tSINT  1 RCLK 

Cycles注 

 割り込み解除時間（対WRB↓（THRライト時）） tHR  8 ns 

 割り込み解除時間（対RDB↑（IIRリード時）） tIR  8 ns 

 送信開始時間 tIRS 8 24 BAUDOUTB 

Cycles 

 割り込み発生時間（対WRB↑（THRライト時）） tSI 16 24 BAUDOUTB 

Cycles 

 割り込み（THRE）発生時間（対ストップ・ビット） tSTI  8 BAUDOUTB 

Cycles 

 TXRDYB発生時間（対スタート・ビット） tSXA  8 BAUDOUTB 

Cycles 

16450モード，FIFOモード（DMA = 0）

（対WRB↓（THRライト時）） 

tWXI0  10 ns  TXRDYB解除時間 

FIFOモード（DMA = 1） 

（対WRB↑（THRライト時）） 

tWXI1  50 ns 

注 PRCLKはハイ・レベル幅がtXHと，ロウ・レベル幅がtXLと同じ値です。 

  FCR0 = 1のときは，tSINT = 3RCLKです。タイムアウト割り込みのときはtSINT = 8RCLKです。 

 

（4）モデム制御 

項  目 略 号 MIN MAX 単位

RTSB, DTRB, OUT1B, OUT2B遅延時間 

（対WRB↑（MCRライト時）） 

 tMDO  8 ns

割り込み解除時間（対RDB↓（MSRリード時））  tRIM  15 ns

割り込み発生時間（対RIB↑, CTSB, DSRB, DCDB）  tSIM  15 ns
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7. 5 タイミング・チャート 
 

（1）リード・サイクル・タイミング（ADSB使用時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）リード・サイクル・タイミング（ADSBロウ・クランプ時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ADSB

tADS

tAS

VALID

tCS

VALID

ACTIVE ACTIVE

ACTIVE

RC

OR

tCH

tRC2
tRD

tRDD

tRVD tHZ

tRDD

tRC1

tAH

A2-A0

CSB

RDB

WRB

DDIS

DO7-DO0 VALID
Hi-ZHi-Z

 

ADS

A2-A0

CSB

RDB

WRB

DDIS

DO7-DO0

VALID

VALID

ACTIVEACTIVE

RC

OR

ACTIVE

VALID

tRA

tRCS
tCSR
tAR

tRD

tRDDtRDD

tHZtRVD

Hi-ZHi-Z

“L” 
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（3）ライト・サイクル・タイミング（ADSB使用時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）ライト・サイクル・タイミング（ADSBロウ・クランプ時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ADSB

tADS

tAS tAH

tCS tCH

tWC2 tWR

tDS tDH

tWC1

VALID

VALID

VALID

ACTIVEACTIVE

ACTIVE

WC

OR

A2-A0

CSB

RDB

WRB

DI7-DI0
Hi-Z Hi-Z

 

ADSB “L” 

tDS tDH

tCSW
tAW

tWR
tWCS

tWA

VALID

VALID

A2-A0

CSB

RDB

WRB

DI7-DI0

ACTIVEACTIVE

ACTIVE

WC

OR

VALID
Hi-ZHi-Z

 



第7章 NA16550Aマクロ 

 130 設計マニュアル  A14759JJ4V0DM 

（5）書き込み，読み出し回復時間 

 

 

 

 

 

 

備考 RDB信号とWRB信号を同時にアクティブにすると，内部でスパイクが発生し誤動作を起こす可能性

があります。このためRDB信号とWRB信号は決して同時にアクティブにしないでください。 

 

（6）ボー・アウト・タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

tRV tRV

RDB

WRB ACTIVE

ACTIVE

ACTIVE

 

XIN

N

BAUDOUTB 
（ 1 分周） 

BAUDOUTB 
（ 2 分周） 

BAUDOUTB 
（ 3 分周） 

BAUDOUTB 
（N分周，N＞3） 

tBHD

tBLD tXL tXH
tHW

tLW

tHW
tLW

tHW

tHW =（N－2）XIN Cycles

tLW =2XIN Cycles

tLW

tBLD tBHD

tBLD tBHD

tBLD tBHD
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（7）受信タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考1. INTRP（for RDA）は受信データの存在によるものです。 

このときIERのbit 0（ERBFI）は1であり，IIRのbit 1-bit 3は010bになっています。 

2. RDB（from RBR）はA2-A0 = 000bのRBRの読み出しを行っています。 

3. INTRP（for RLS）は受信ライン・ステータスによるものです。 

このときIERのbit 2（ERLSI）は1であり，IIRのbit 1-bit 3は011bになっています。 

4. RDB（from LSR）はA2-A0 = 101bのLSRの読み出しを行っています。 

 

リードのタイミングは，（1）リード・サイクル・タイミング（ADSB使用時），（2）リード・サイク

ル・タイミング（ADSBロウ・クランプ時）を参照してください。 

 

RCLK

8 CLOCKS 16 CLOCKS

内部サンプル・クロック 

SIN START DATA BITS（5-8） PARITY STOP

内部サンプル・クロック 

INTRP 
（for RDA） 

INTRP 
（for RLS） 

RDB 
（from RBR） 

RDB 
（from LSR） 

tSCD

tSINT

tRINT tRINT

ACTIVE

ACTIVE
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（8）送信タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考1. INTRPは送信バッファ・エンプティによるものです。 

このときIERのbit 1（ETBEI）は1であり，IIRのbit 1-bit 3は001bになっています。 

2. WRBはA2-A0 = 000bのTHRの書き込みを行っています。 

3. RDBはA2-A0 = 010bのIIRの読み出しを行っています。 

 

リードのタイミングは，（1）リード・サイクル・タイミング（ADSB使用時），（2）リード・サイク

ル・タイミング（ADSBロウ・クランプ時）を参照してください。 

ライトのタイミングは，（3）ライト・サイクル・タイミング（ADSB使用時），（4）ライト・サイク

ル・タイミング（ADSBロウ・クランプ時）を参照してください。 

 

SOUT DATA（5-8） PARITY STOP STARTSTART

tIRS

tHR
tSI

tHR

tSTI

tIR

INTRP

WRB

RDB  
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（9）モデム制御タイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考1. INTRPはモデム・ステータスによるものです。 

このときIERのbit 3（EDSSI）は1であり，IIRのbit 1-bit 3は000bになっています。 

2. WRBはA2-A0 = 100bのMCRの書き込みを行っています。 

3. RDBはA2-A0 = 110bのMSRの読み出しを行っています。 

 

リードのタイミングは，（1）リード・サイクル・タイミング（ADSB使用時），（2）リード・サイク

ル・タイミング（ADSBロウ・クランプ時）を参照してください。 

ライトのタイミングは，（3）ライト・サイクル・タイミング（ADSB使用時），（4）ライト・サイク

ル・タイミング（ADSBロウ・クランプ時）を参照してください。 

 

WRB

tMDO

tSIM

tRIM tRIM

tSIM

tSIM

tMDORTSB 
DTRB 
OUT1B 
OUT2B

CTSB 
DSRB 
DCDB

INTRP

RDB

RIB  
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（10）受信FIFO 第1バイトのタイミング（Data Readyがセットされる場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 FCR0 = 1のときはtSINT = 3RCLKです。 

タイムアウト割り込みのときは，tSINT = 8RCLKです。 

 

備考1. INTRP（for RDA）は受信データがFIFOのトリガ・レベルに達したことによるものです。 

なお，このときIERのbit 0（ERBFI）は1であり，IIRのbit 1-bit 3は010bになっています。 

さらに，この図のケースではレジスタFCRのbit 6, bit 7はともに0にセットされています。 

INTRPの解除はデータの読み出しにより，受信データがFIFOのトリガ・レベル未満になるかなら

ないかによって決まります。 

2. INTRP（for RLS）は受信ライン・ステータスによるものです。 

このときIERのbit 2（ERLSI）は1であり，IIRのbit 1-bit 3は011bになっています。 

 

SIN START PARITY STOPDATA BITS（5-8） 

内部サンプル・ 
クロック 

INTRP  
　（for RDA） 

INTRP  
（for RLS） 

RDB   
（from LSR） 

RDB   
（from RBR） 

tSINT注 
FIFOのデータがトリガ・レベル以上 

FIFOのデータがトリガ・レベル未満 

tRINT

ACTIVE

ACTIVE

tRINT
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（11）受信FIFO 第1バイト以外のタイミング（Data Readyがすでにセットされている場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 FCR0 = 1のときはtSINT = 3RCLKです。タイムアウト割り込みのときは，tSINT = 8RCLKです。 

 

備考1. INTRP（for RDA）は受信データがFIFOのトリガ・レベル以上になるか，キャラクタ・タイムアウ

トになると発生します。 

なお，このときIERのbit 0（ERBFI）は1であり，IIRのbit 1-bit 3は010bになっています。 

さらに，この図のケースではレジスタFCRのbit 6, bit 7はともに0にセットされています。 

INTRPはデータの読み出しにより，受信データがFIFOのトリガ・レベル未満になると解除されま

す。 

2. INTRP（for RLS）は受信ライン・ステータスによるものです。 

このときIERのbit 2（ERLSI）は1に，IIRのbit 1-bit 3は011bになっています。 

 

（12）受信READY 16450モード時のタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 SINの入力信号は第1バイトです。 

 

SIN

内部サンプル・ 
クロック 

INTRP  
　（for RDA or CTI） 

INTRP  
（for RLS） 

RDB   
（from LSR） 

RDB   
（from RBR） 

tSINT注 

tSINT注 

FIFOのデータがトリガ・レベル以上 

FIFOのデータがトリガ・レベル未満 

tRINT

tRINT

ACTIVE

ACTIVEACTIVE

Previous Byte 
read from FIFO

STOP

SIN STOP

内部サンプル・ 
クロック 

RXRDYB

RDB   
（from RBR） 

tSINT tRXI0

ACTIVE
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（13）受信READY FIFOモード（DMAモード = 0）時のタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1. ここで，FIFOの最後のバイトが読み出されます。 

2. FCR0 = 1のときはtSINT = 3RCLKです。 

 

備考 SINの入力信号は受信FIFOのトリガ・レベルへ到達する第1バイトです。 

 

（14）受信READY FIFOモード（DMAモード = 1）時のタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1. ここで，FIFOの最後のバイトが読み出されます。 

2. FCR0 = 1のときはtSINT = 3RCLKです。タイムアウト割り込みのときはtSINT = 8RCLKです。 

 

備考 SINの入力信号は受信FIFOのトリガ・レベルへ到達する第1バイトです。 

 

SIN STOP

内部サンプル・ 
クロック 

RXRDYB

RDB   
（from RBR） 

tSINT注2 tRXI1

ACTIVE注1

 

 

SIN

RXRDYB

STOP

内部サンプル・ 
クロック 

RDB   
（from RBR） 

tSINT注2 tRXI1

ACTIVE注1
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（15）送信READY 16450モード（DMAモード = 0）時のタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 WRBはA2-A0 = 000bのTHRの書き込みを行っています。 

 

（16）送信READY FIFOモード（DMAモード = 0）時のタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 WRBはA2-A0 = 000bのTHRの書き込みを行っています。 

 

（17）送信READY FIFOモード（DMAモード = 1）時のタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 WRBはA2-A0 = 000bのTHRの書き込みを行っています。 

 

WRB

SOUT PARITYDATA

tWXI0 tSXA

STOP START

TXRDYB
 

WRB

SOUT PARITYDATA

BYTE #15

tWXI1 tSXA

STOP

FIFO FULL

START OF
BYTE #16

TXRDYB
 

WRB

SOUT PARITYDATA

tWXI0 tSXA

STOP START

TXRDYB
 

★ 

★ 

★ 
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7. 6 ブロック図 
 
次にこのマクロのブロック図を示します。なお，このブロック図ではテストに関する部分は省略してあります。 

 

図7－2 ブロック図 
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7. 7 レジスタ一覧 
 

表7－4 レジスタ一覧（1/2） 

 Register Address 

DLAB DLAB = 0 DLAB = 0 DLAB = 0 DLAB = X DLAB = X DLAB = X 

Address A = 0 A = 0 A = 1 A = 2 A = 2 A = 3 

Register 

Name 

Receiver 

Buffer 

Register 

（Read Only） 

Transmitter 

Holding 

Register 

（Write Only） 

Interrupt 

Enable 

Register 

Interrupt 

Ident. 

Register 

（Read Only） 

FIFO 

Control 

Register 

（Write Only） 

Line 

Control 

Register 

Register RBR THR IER IIR FCR LCR 

0 Data Bit 0注1 Data Bit 0注1 Enable Received

Data Available

Interrupt 

（ERBFI） 

“0”if 

Interrupt 

Pending 

FIFO 

Enable 

Word Length 

Select 

Bit 0 

（WLS0） 

1 Data Bit 1 Data Bit 1 Enable 

Transmitter 

Holding Register

Empty Interrupt

（ETBEI） 

Interrupt ID 

Bit（0） 

RCVR 

FIFO 

Reset 

Word Length 

Select 

Bit 1 

（WLS1） 

2 Data Bit 2 Data Bit 2 Enable Receiver

Line Status 

Interrupt 

（ERLSI） 

Interrupt ID 

Bit（1） 

XMIT 

FIFO 

Reset 

Number of 

Stop Bits 

（STB） 

3 Data Bit 3 Data Bit 3 Enable MODEM

Status Interrupt

（EDSSI） 

Interrupt ID 

Bit（2）注2 

DMA 

Mode 

Select 

Parity 

Enable 

（PEN） 

4 Data Bit 4 Data Bit 4 0 0 Reserved Even Parity 

Select 

（EPS） 

5 Data Bit 5 Data Bit 5 0 0 Reserved Stick Parity 

6 Data Bit 6 Data Bit 6 0 FIFOs Enabled注2 RCVR Trigger 

（LSB） 

Set Break 

Bit 

No. 

7 Data Bit 7 Data Bit 7 0 FIFOs Enabled注2 RCVR Trigger 

（MSB） 

Divisor Latch 

Access Bit 

（DLAB） 

注 1. Data Bit 0がLSBです。シリアル・データ送受信時の第1ビットです。 

  2. 16450モードでは常に0に設定されます。 

 

備考 X：Don't care 
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表7－4 レジスタ一覧（2/2） 

 Register Address 

DLAB DLAB = X DLAB = X DLAB = X DLAB = X DLAB = 1 DLAB = 1 

Address A = 4 A = 5 A = 6 A = 7 A = 0 A = 1 

Register 

Name 

MODEM 

Control 

Register 

Line 

Status 

Register 

MODEM 

Status 

Register 

Scratch 

Register 

Divisor 

Latch 

（LS） 

Divisor 

Latch 

（MS） 

Register MCR LSR MSR SCR DLL DLM 

0 Data Terminal 

Ready 

（DTR） 

Data Ready 

（DR） 

Delta Clear 

to Send 

（DCTS） 

Bit 0 Bit 0 Bit 8 

1 Request 

to Send 

（RTS） 

Overrun 

Error 

（OE） 

Delta Data 

Set Ready 

（DDSR） 

Bit 1 Bit 1 Bit 9 

2 Out 1 Parity Error 

（PE） 

Trailing Edge 

Ring 

Indicator 

（TERI） 

Bit 2 Bit 2 Bit 10 

3 Out 2 Framing 

Error 

（FE） 

Delta Data 

Carrier Detect 

（DDCD） 

Bit 3 Bit 3 Bit 11 

4 Loop Break 

Interrupt 

（BI） 

Clear to Send 

（CTS） 

Bit 4 Bit 4 Bit 12 

5 0 Transmitter 

Holding 

Register 

（THRE） 

Delta Set 

Ready 

（DSR） 

Bit 5 Bit 5 Bit 13 

6 0 Transmitter 

Empty 

（TEMT） 

Ring Indicator 

（RI） 

Bit 6 Bit 6 Bit 14 

Bit 

No. 

7 0 Error in 

PCVR FIFO注 

Data Carrier 

Detect 

（DCD） 

Bit 7 Bit 7 Bit 15 

注 16450モードでは常に0に設定されます。 

 

備考 X：Don't care 
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A. 1 メガマクロ単体テスト仕様書 
 

1. 品名  μ PD65＿ ＿ ＿－＿ ＿ ＿ 

 

2. 作成日  19＿ ＿／＿ ＿／＿ ＿ 

作成者の会社名  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

作成者の連絡先（TEL） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

3. 使用メガマクロ 

NA37A×＿＿個 

NA51A×＿＿個 

NA54A×＿＿個 

NA55A×＿＿個 

NA59A×＿＿個 

NA16550A×＿＿個 合計 ＿＿個 

 

4. 端子数 

入力端子数 ＿＿＿＿＿＿＿本 

出力端子数 ＿＿＿＿＿＿＿本 

双方向端子数 ＿＿＿＿＿＿＿本 

 

総端子数 ＿＿＿＿＿＿＿本 

 

5. パターン数 

ユーザ・パターン数    =  ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

NA37A（ 7009パターン） ×＿＿個  =  ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

NA51A（12874パターン） ×＿＿個  =  ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

NA54A（ 3479パターン） ×＿＿個  =  ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

NA55A（ 3643パターン） ×＿＿個  =  ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

NA59A（ 7334パターン） ×＿＿個  =  ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

NA16550A（14889パターン）×＿＿個  =  ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

 

合計    ＿＿＿＿＿＿＿パターン 

 

 ご使用の各メガマクロについて，次頁以降の「端子レファレンス表」に必要事項をご記入のうえ，本書にご添付

ください。 
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A. 2 NA37A端子レファレンス表 
 

インスタンス名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（1／  ） 

メガマクロ・テスト入力 メガマクロ・テスト出力 

メガマクロ端子名 外部端子名 メガマクロ端子名 外部端子名 

TBI0  DO0  

TBI1  DO1  

TBI2  DO2  

TBI3  DO3  

TBI4  DO4  

TBI5  DO5  

TBI6  DO6  

TBI7  DO7  

TBI8  AO0  

TBI9  AO1  

TBI10  AO2  

TBI11  AO3  

TBI12  RDOB  

TBI13  WROB  

TBI14  TCB  

TBI15  MRDB  

TBI16  MWRB  

TBI17  ADSB  

TBI18  AEN  

TBI19  HLDRQ  

TBI20  DMAAK0  

TBI21  DMAAK1  

TBI22  DMAAK2  

TBI23  DMAAK3  

TEST注1  AO4  

CSD注2  AO5  

CSE注2  AO6  

TTHR  AO7  

テスト・モード設定入力 CDB  

外部端子名 入力値 CAB  

   CEP  

   CRW  

      

注1. “TEST”は，テスト・モード設定入力によって置き換えることができます。 

2. “CSD”と，“CSE”は，クランプにより固定できます。ただし，入力値を記載してください。 

 

備考 入力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に入力モードとしてください。 

出力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に出力モードとしてください。 
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A. 3 NA51A端子レファレンス表 
 

インスタンス名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（1／  ） 

メガマクロ・テスト入力 メガマクロ・テスト出力 

メガマクロ端子名 外部端子名 メガマクロ端子名 外部端子名 

TBI0   DO0   

TBI1   DO1   

TBI2   DO2   

TBI3   DO3   

TBI4   DO4   

TBI5   DO5   

TBI6   DO6   

TBI7   DO7   

TBI8   OSYN   

TBI9   TXD   

TBI10   TXRDY   

TBI11   TXEMP   

TBI12   RXRDY   

TBI13   DTRB   

TBI14   RTSB   

TBI15   CDB   

TBI16   CSYN   

TBI17   テスト・モード設定入力 

TBI18   外部端子名 入力値 

TBI19   

TESTB注1   

CSD注2   

  

CSE注2      

TTHR      

注1. “TESTB”は，テスト・モード設定入力によって置き換えることができます。 

2. “CSD”と，“CSE”は，クランプにより固定できます。ただし，入力値を記載してください。 

 

備考 入力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に入力モードとしてください。 

出力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に出力モードとしてください。 
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A. 4 NA54A端子レファレンス表 
 

インスタンス名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（1／  ） 

メガマクロ・テスト入力 メガマクロ・テスト出力 

メガマクロ端子名 外部端子名 メガマクロ端子名 外部端子名 

TBI0   DO0   

TBI1   DO1   

TBI2   DO2   

TBI3   DO3   

TBI4   DO4   

TBI5   DO5   

TBI6   DO6   

TBI7   DO7   

TBI8   CNTOUT0   

TBI9   CNTOUT1   

TBI10   CNTOUT2   

TBI11   CDB   

TBI12   テスト・モード設定入力 

TBI13   外部端子名 入力値 

TBI14      

TBI15      

TBI16      

TBI17      

TBI18      

TESTB注1      

CSD注2      

CSE注2      

TTHR      

注1. “TESTB”は，テスト・モード設定入力によって置き換えることができます。 

2. “CSD”と，“CSE”は，クランプにより固定できます。ただし，入力値を記載してください。 

 

備考 入力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に入力モードとしてください。 

出力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に出力モードとしてください。 
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A. 5 NA55A端子レファレンス表 
 

インスタンス名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（1／  ） 

メガマクロ・テスト入力 メガマクロ・テスト出力 

メガマクロ端子名 外部端子名 メガマクロ端子名 外部端子名 

TBI0   PO00   

TBI1   PO01   

TBI2   PO02   

TBI3   PO03   

TBI4   PO04   

TBI5   PO05   

TBI6   PO06   

TBI7   PO07   

TBI8   PO10   

TBI9   PO11   

TBI10   PO12   

TBI11   PO13   

TBI12   PO14   

TBI13   PO15   

TBI14   PO16   

TBI15   PO17   

TBI16   PO20   

TBI17   PO21   

TBI18   PO22   

TBI19   PO23   

TBI20   PO24   

TBI21   PO25   

TBI22   PO26   

TBI23   PO27   

TBI24   DO0   

TBI25   DO1   

TBI26   DO2   

TBI27   DO3   

TBI28   DO4   

TBI29   DO5   

TBI30   DO6   

TBI31   DO7   

TBI32   P0C   

TBI33   P1C   

TBI34   P21C   

TBI35   P22C   

TBI36   P23C   

TBI37   P24C   

TEST注1   P25C   

CSD注2   P26C   
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メガマクロ・テスト入力 メガマクロ・テスト出力 

メガマクロ端子名 外部端子名 メガマクロ端子名 外部端子名 

CSE注2   P27C   

TTHR   CDB   

テスト・モード設定入力    

外部端子名 入力値    

      

      

      

注 1. “TEST”は，テスト・モード設定入力によって置き換えることができます。 

2. “CSD”と，“CSE”は，クランプにより固定できます。ただし，入力値を記載してください。 

 

備考 入力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に入力モードとしてください。 

出力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に出力モードとしてください。 
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A. 6 NA59A端子レファレンス表 
 

インスタンス名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（1／  ） 

メガマクロ・テスト入力 メガマクロ・テスト出力 

メガマクロ端子名 外部端子名 メガマクロ端子名 外部端子名 

TBI0   DO0   

TBI1   DO1   

TBI2   DO2   

TBI3   DO3   

TBI4   DO4   

TBI5   DO5   

TBI6   DO6   

TBI7   DO7   

TBI8   SAO0   

TBI9   SAO1   

TBI10   SAO2   

TBI11   SVO   

TBI12   INTR   

TBI13   CDB   

TBI14   CSA   

TBI15   CSV   

TBI16   ESLC0   

TBI17   ESLC1   

TBI18   ESLC2   

TBI19   ESLC3   

TBI20   ESLC4   

TBI21   ESLC5   

TBI22   ESLC6   

TBI23   ESLC7   

TBI24   INTO0   

TBI25   INTO1   

TBI26   INTO2   

TBI27   INTO3   

TBI28   INTO4   

TBI29   INTO5   

TBI30   INTO6   

TBI31   INTO7   

TBI32   テスト・モード設定入力 

TBI33   外部端子名 入力値 

TEST注1   

RST   

CSD注2   

  

CSE注2      

TTHR      

注1. “TEST”は，テスト・モード設定入力によって置き換えることができます。 

2. “CSD”と，“CSE”は，クランプにより固定できます。ただし，入力値を記載してください。 

 
備考 入力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に入力モードとしてください。 

出力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に出力モードとしてください。 
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A. 7 NA16550A端子レファレンス表 
 

インスタンス名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（1／  ） 

メガマクロ・テスト入力 メガマクロ・テスト出力 

メガマクロ端子名 外部端子名 メガマクロ端子名 外部端子名 

TBI0   DO0   

TBI1   DO1   

TBI2   DO2   

TBI3   DO3   

TBI4   DO4   

TBI5   DO5   

TBI6   DO6   

TBI7   DO7   

TBI8   CDB   

TBI9   CSOUT   

TBI10   DDIS   

TBI11   INTRP   

TBI12   BAUDOUTB   

TBI13   DTRB   

TBI14   OUT1B   

TBI15   OUT2B   

TBI16   RTSB   

TBI17   SOUT   

TBI18   TXRDYB   

TBI19   RXRDYB   

TBI20   テスト・モード設定入力 

TBI21   外部端子名 入力値 

TBI22      

TBI23      

TBI24      

TBI25      

TBI26      

TBI27      

TBI28      

TESTB注1      

CSD注2      

CSE注2      

TTHR      

注 1. “TESTB”は，テスト・モード設定入力によって置き換えることができます。 

2. “CSD”と，“CSE”は，クランプにより固定できます。ただし，入力値を記載してください。 

 

備考 入力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に入力モードとしてください。 

出力端子を双方向端子に接続するとき；必ず単体テスト時に出力モードとしてください。 
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